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は じ め に 

兵庫 県 の 最 南 端 に 位置 する 南あわじ 市 は 、 周 囲 を 海 に 囲ま れ た 自然 豊か な 自治 体 で 、 こ の 翼 

境 を 最大 限 に 生か し た 農業 や 漁業 は 本 市 の 魅力 と な っ て いま す 。 

この 度 、 平 成 29 年 度 に 行っ た 埋蔵 文化 財 調 査 の 成果 を 『 南 あわ じ 市 埋蔵 文化 財 調査 年 報 銘 』 

と し て 刊行 する 運び と な り ま し た 。 今回 の 報告 は 、 昨 年 度 の 報告 同様 に 国 衛 地 区 と 状 バ 宜 地 区 の 

調査 成果 が 中 心 と な っ て お り 、 国 衛 地 区 の 調査 に お いて は 、 古 代 の 倉庫 群 な ど 大 変 興 味 深 い 遺 

構 が 見 つか っ て いま す 。 ま た 、 平 成 27 年 4 月 に 発見 され た 松 帆 銅 鐘 の 保存 処理 が 完了 し 、 昨 

年 7 月 か ら は 7 点 そ ろ っ て の 一 般 公 開 が 南あわじ 市 滝川 記念 美術 館 玉 青 館 で 始ま っ て いま す 。 

新型 コロ ナウ イル ス 感 染 症 の 世界 的 流行 な ど 何 か と 暗い 話題 が 多い で す が 、 今 後 本 市 と いた 

し まし て は 、 文 化 財 の 保護 ・ 継 承 や 松 帆 銅鏡 を 核 と し た あら た な 文化 財 の 魅力 を 発掘 し 、 明 る 

い 話 題 の 発信 に 力 を 注い で まい り た いと 考え て いま す の で 、 よ り 一 層 の ご 支援 を 賜り ます よう 

お 願い 申し 上 げ ま す 。 

最後 に な り ま し た が 、 調 査 な ら び に 本 書 を 作成 する に あたり 、 ご 協力 いた だ いた 方 々 に 対し 

心 よ りお 礼 申 し 上 げ ま す 。 

令 和 5 年 3 月 南あわじ 市 教育 委員 会 

教育 長 浅井 伸行 

例 _ 言 

1. 本 書 は 、 兵 庫 県 南あわじ 市 教育 委員 会 が 2017 (平成 29) 年 度 に 実施 し た 埋蔵 文化 財 調 査 

の 記録 で ある 。 

2. 調査 は 、 南 あわ じ 市 埋蔵 文化 財 調 査 事 務 所 の 山崎 裕司 ・ 坂 口 弘 貢 ・ 定 松 佳 重 ・ 的 崎 薫 が 担 

当 し た (所 属 に つい て は 当時 の も の で ある ) 。 

3. 出土 遺物 の 整理 作業 は 、 赤 井 友 美 ・ 宇 治田 力 ・ 清 水 善 美 ・ 白 川 裕 二 ・ 富 岡 美 早 子 ・ 

豊田 亜希 子 ・ 仲 田高 宏 ・ 樹 本 早苗 ・ 松 下 短 選 ・ 三 宅 靖 子 が 行っ た 。 

4. 本 書 の 編集 は 、 坂 口 ・ 宇 治田 が 行っ た 。 執 筆 ・ レ イア ウト に つい て は 文末 に 記し て いる 。 

調査 担当 者 に つい て は 、 調 査 一 覧 に 記す 。 

5. 各 遺 跡 の 発掘 調査 お よび 本 書 作成 に あたっ て は 、 森 岡 秀 人 氏 に ご 協力 と ご 指導 を いた だ い 

た 。 こ こ に 記し て 深く 感謝 の 意 を 表す る 。
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第 1 章 埋蔵 文化 財 事業 の 動向 

平成 29 年 度 は 、 分 布 調査 3 件 、 試 掘 調 査 3 件 、 確 認 調査 3 件 、 本 発掘 調査 1 件 の 調査 を 実施 し た 。 

試掘 調査 、 確 認 調査 、 本 発掘 調査 の 調査 面積 の 合計 は 、5.540.6 i と な る 。 主 な 発掘 調査 は 神代 国 衛 ・ 

賀集 立川 瀬 地区 、 八 木 養 宜 上 ・ 養 宜 中 ・ 入 田地 区 、 志 知 志 知 北 ・ 志 知 南 地 区 で の 県 営 彫 場 整 備 事業 に 伴 

う 発 掘 調査 や 民間 の 開発 事業 に 伴う 4 件 の 調査 な ど を 実施 し 啓蒙 普及 活動 と し て 、4 月 に 入 田 稲荷 前 遺 

跡 か ら 出 土 し た 貨 泉 の 記者 発表 、10 月 に は 木 辺 遺跡 の 現地 説明 会 を 行っ た 。 

正規 職員 忠 時 職員 

4 10 

確認 調査 | 本 発掘 調査 IL 抽 

3, 471.3 

7 545. ュー 

8 ーー | 80 

| | 
発 | | | | 分 職 発 
掘 | | 一 布 還 日 量 | 調 孝 面 

オト ーー ニー ニー ニー ニー ニー ニー L。 40 本 回 〒 ーー 。 柄 ご 〒 ュー | | ) mt 
ご | | | 5 ー | | ご 

し し 」 9 
平成 27 

(2015) 年 度 

| | やり マル 。 ミ 式 調査 ms 確認 調査 
策 

ーー 一 本 発掘 調査 一 を ー 分 布 調査 

調査 量 と 職員 数 の 推移 2 

また 平成 27・28 年 度 に 行っ た 調査 の 「 発 掘 調 査 速報 展 」 の 巡 

回 展 や 松 帆 銅 鍵 関 連 事 業 で 玉 青 館 に お いて 島内 に 関係 する 青銅 製 

品 を 集め た 「 淡 路 島 の ぶろ ん ず 展 」、 夏 休み 期間 中 に は 勾玉 作り 

や 銅 鐘 の 鋳造 体験 な ど を 行っ た 。 

さら に 3 月 4 日 に は 、 淡 路 フ ァ ー ム パー クイ ング ラン ド の 丘 で 

「 吉 代 体験 フス フェスティバル 」 と 小村 眞理 氏 の 講演 会 「 松 帆 銅 鐘 の 

紐 と 古代 の 紡織 技術 に つい て 」 を 開催 し た 。 木 辺 遺跡 現地 説明 会 の 様子 

刊行 物 と し て は 、 速 報 展 の パン フレ ッ ト と 「『 南 あわ じ 市 文化 財 

調査 年 報 X』 を それ ぞ れ 発行 し た 。 (坂口 ) 

古代 体験 フェ ステ ィ バ ル の 様子
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第 2 人 節 主 な 埋蔵 文化 財 調査 の 成果 

1. 城 の 土居 城跡 - 1 次 調査 - 

所 在 地 賀集 福井 ( 字 弐 本 木 ) 外 

事業 名 人 賀集 福井 開発 事業 (民間 ) 

担 当 者 坂口 弘 責 

種 _ 別 確認 調査 

調査 機関 平成 29 年 4 月 28 日 

調査 面積 12m (2X2m3 ヶ ) 

1. 調査 内 容 

本 調査 は 、 人 賀集 福井 地区 で 計画 され て いる 分 譲 住宅 地 の 造 成 事 業 に 伴う 確認 調査 で ある 。 

調査 地 は 、 三 原平 野 南 部 に 位置 し て お り 、 標 高 37 mm 前後 を 測る 水田 な どか ら な る 。 

調査 は 、 事 業 対 象 地内 の すでに 宅地 化 さ れ て いる 北部 を 除い た 較 場 部 分 に 2X 2m の 調査 区 3 ヶ を 

設定 し 、 重 機 ・ 人 力 併用 で 行っ た 。 

調査 の 結果 、No.1・3 調査 区 で は 、 耕 作 土 直下 に ベー ス と な る 礎 混 に ぶ い 黄 欄 色 (10YR6/3) 砂 が 堆 

積 す る 。 一 方 南部 の No.2 調査 区 で は 、 耕 作 土 (1 層 ) と ベー ス と な る に ぶ い 黄 欄 色 (10YR6/ 細 砂 質 

土 (4 層 ) ・ 礎 混 に ぶ い 黄 椅 色 (10YR6/3) 砂 (5 層 ) の 間 の に ぶ い 黄 棒 色 (10YR7/3) 細 砂 質 土 (2 層 ) ・ 

灰 黄 褐色 (10YR42) 土 (3 層 ) か ら 瓦 器 1・2、 青 磁 3 な ど 中 世 の 遺 物 が わずか に 出土 し た が 、 遺 構 

は 確認 で き な か っ た 。 

2. まとめ 。e。 

以上 の 通り 、 事 業 対 象 地 内 に お い 

て 、 遺 構 は 確認 で き な か っ た が 、 わ N 

ず か に 遺物 が 出土 し た こと か ら 、 周 

辺 に 遺構 が 分 布 す る 可能 性 が ある 。 

(坂口 ) 
zo 

上 7 [|] 調査 範囲 
園 調査 区 

器 」 (S=1/800) 20m 

る て 10YR7/3 細 砂 質 土 

3. 潜 黄 褐 色 f0YR4/2 土 36.21 

4. に ぶ ぷ い 黄 杜 色 10YR6/4 組 砂 質 土 

5. 礎 混 に ぶ い 黄 色 10YR6/3 砂 (の 20 cm 以下 の 礎 多 く 含む ) 

ーー ニー 

1 ご 3 No.23 層 
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良 ) 外 

事業 名 経営 体育 成 基 盤 整備 事業 

所 在 地 賀集 立川 瀬 631 ( 字 東 

1・5- 2 工区 ) 。 DI IN 

日
 

月
 

年
 

成
 
平
 ? 

( 国 衛 地区 4 

担当 者 坂口 弘 貴 ・ 山 崎 裕司 ・ 的 崎 薫 

種 _ 別 本 発掘 調査 

調査 の 位置 

調査 機関 平成 29 年 5 月 10 日 

調査 面積 4.312.6 mm 

調査 内 容 
ト 調 査 は 、 
調査 地 は 、 

1. 

ら され て いる 県 営 園 場 整 備 事業 に 伴う 本 発掘 調査 で ある 
うち 

ら な り 、 南 側 を 生 

東部 に は 

今回 の 工事 範囲 内 に は 国 衛 廃寺 跡 と 木 辺 遣 跡 が それ ぞ れ 

画 

北西 方 向 に 緩やか に 傾斜 する 水田 な どか 

こ は 嫁 ヶ 渕 遺 跡 (縄文 ・ 弥 生 ・ 飛 鳥 ・ 奈 良 ・ 平 安 時 代 、 中 世 ) 、 

平野 中 央 南 寄 り の 南東 

申 代 国 衛 賀集 立川 瀬 地 区 で 計 

三原 
よめ が ぶち 

o 遺跡 (弥生 時 代 、 中 世 ) な ど が 分 布 す る 

由 が 流れ る 。 調 査 地 北西 部 
な が て 
[3 
トバ 

遺跡 登録 され て いる 。 

調査 は 、 平 成 25・26 年 度 に 行っ た 確認 調査 結果 に 基づき 、 地 下 の 文 化 財 に 影響 が 及ぶ 排水 路 と 彫 場 

部 分 を 対象 に 重機 ・ 人 力 併用 で 進め て いっ た 。 な お 調査 区 名 は 、 国 衛 廃寺 跡 に つい て は 、 平成 27・28 

年 度 の 調査 (1 30 区 ) に 引き 続き 31 ご 37 区 、 木 辺 遣 跡 に つい て は 112 区 と 呼称 する こと に し た 。 

以下 主 な 調査 区 の 概要 を 記す 。 

(S 1/6000) 

調査 区 設定 図



国 衛 廃 寺跡 

[31 区 」 

(山崎 ) 

調査 地 東部 に 位置 する 園 場 部 分 の 調査 区 で ある 。 調 査 面 

積 82.9 mm。 

東 か ら 西 へ 流れ る 溝 4 を 検出 し た 。 埋 士 か ら 平安 時 代 未 

か ら 鎌 倉 時 代 頃 と 思わ れる 土師 器 皿 1 が 出土 し た 。 

[33 区 」 

調査 地 東部 に 位置 する 排水 路 部 分 の 調査 区 で ある 。 調 査 

面積 280.7 mr。 

・3 等 が 、 溝 5 か ら は 溝 4 か ら は 須恵 器 天 B 身 の 底部 2 

黒色 土器 塊 4・ 土 師 器 塊 5・ 土師 器 捧 A 人 6 ・ 丸 瓦 7 イ ・ 平 瓦 

8 等 が 出土 し て お り 、 平 安 時 代 前 半 頃 に 機能 し て いた 溝 と 

31 区 平面 図 

33 区 キ も 回 区 

6ns) 
ニー ング ーー ヒー ss へ 

2(us) 
ペコ ーー 

1enp 
ニコ コープ 

106m =1/4》 (S 

c( せ 3cue) 

31・33 区 出土 遺物 



+ 

(S=1/4) 

33 区 出土 遺物 2 

推定 され る 。 両 溝 は 直線 的 で は な い が 2~ー3m の 間隔 

の
 

を 空け て 続い て いく こと か ら 、 道 路側 溝 で あっ た 可能 

性 が 高い 。 (山崎 ) 
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構 ・ 遺 物 は 共に 少な い 。 中 世 の 掘 立柱 建物 1 棟 、 溝 、 

土 質 、 小 穴 な ど を 確認 し た 。 

調査 区 西部 7aー8a 区 に 位置 する 掘 立柱 

建物 で 北側 に の びる と 考え られ る 。 南北 1 間 (1.8 へ 

SB 1 

2.0m) 以上 、 東 西 2 間 (3.9m) の 側 柱 建 物 で 、P 

36-17 を 基準 に し た 方 位 は 、 座 標 北 に 対し て 、N 2" 

W を 示す 。 遺物 は 非常 に 少な い が 、P 36 か ら 播 磨 弄 

の 鍋 口 縁 部 9 な ど が 出土 し て お り 、 中 世 後 半 が 想定 さ 

34 区 平面 図 れる 。 周辺 に は 小穴 が 幾つ か 分 布 し て お り 、 大 半 は



建物 と 同時 期 と 思わ れる 。 ま た 因 の 羽 口 11 や 他 の 
調査 区 で は 鉄 涯 が 出土 お り 、 周 辺 の 小字 名 “カン っ | 
ジャ ” (鍛冶 か ら の 転化 か ?) を 考慮 すれ ば 、 周 辺 と 
域 で 鍛冶 作業 を 行っ て いた 可能 性 が 高い 。 人 ーー 
SD 13 調査 区 中 央 部 5 aー6 a 区 に 位置 する 南 1 8 る 含 記 、 
北方 向 の 溝 で ある 。 北 半 部 で 合流 する 。 遺 物 は 、 ほ 
と ん ど 出 土 し て お ら ず 、 詳 細 な 時 期 は 明確 で は な い 34 区 出土 遺物 

が 、 先 の SB 1 と 同様 の 中 世 後半 と 思わ れる 。 (坂口 ) 
木 辺 遺跡 
[1 区 ] 
調査 地 中 央 部 に 位置 する 排水 路 と 園 場 部 分 調査 区 で ある 。 調 査 面積 276.6 mi。 
黄色 系 の 細 砂 礎 混 の 砂層 を ベー ス に 掘 立柱 建物 5 棟 、 土 塊 、 溝 な ど を 確認 し た 。 
SD2・3 調査 区 北部 2c、3 c・d 区 に 位置 する 溝 状 の 遺構 で ある 。 い ずれ も 深 さ 10 cm 程度 で 、 
わずか で は ある が 、 弥 生 土 器 底部 12・13 が 出土 し て いる 。 

SB1 調査 区 中 央 部 4c5 c 区 に 位置 する 掘 立 柱 建 物 で ある 。 桁 行 2 間 3.84.2m) 、 梁 行 2 
間 32 へ 3.3m) の 側 桂 建 物 で 、P 35-23 を 基準 し た 方 位 は 座標 北 を 示す 。 北 側 の 中 央 部 分 の 桂 穴 を 
欠く 。 遺 物 は 須恵 器 14、 土 師 器 、 製 考 土 器 が 出土 し て お り 、 奈 良 時 代 前 半 と 考え られ る 。 
SB2 調査 区 中 央 部 4c5 c 区 に 位置 する 掘 立 柱 建 物 で 東側 に の びる と 考え られ る 。 南北 3 間 (4.8 
m) 、 東 西 1 間 以 上 で 、P 58-27 を 基準 に し た 方 位 は 座標 北 に 対し て N 2" E を 示す 。 遺 物 は 須恵 器 
15 ご 20、 土 師 器 、 製 塩 土器 21 が 出土 し て お り 、 奈 良 時 代 前 半 と 考え られ る 。 
SB 3 調査 区 南東 部 8 c ご 9 d 区 に 位置 する 掘 立柱 建物 で ある 。 桁 行 3 間 (5.3m) 、 梁 行 2 間 3 45 
ー 3.5 m) の 側 柱 建 物 で 、P 53-51 を 基準 に し た 方 位 は 座標 北 に 対し て N 88? E を 示す 。 遺 物 は 須恵 
器 22・23、 土 師 器 、 製 塩 土器 が 出土 し て お り 、 奈 良 時 代 前 半 と 考え られ る 。 
SB4 調査 区 西部 8 eー9f 区 に 位置 する 掘 立 柱 建物 で ある 。 桁 行 2 間 (4.65 4.8m ) 以上 、 梁 行 
2 間 (4.45 m) の 側 柱 建物 で 、P 55-38 を 基準 に し た 方 位 は 座標 北 に 対し て N 10* W を 示す 。 遺 物 は 
須恵 器 24 26、 土 師 器 27、 製 塩 土器 28、 鉄 製品 が 出土 し て お り 、 奈 良 時 代 前 半 と 考え られ る 。 
SB5 調査 区 北部 3c4 c 区 に 位置 する 掘 立 柱 建物 で 東 ・ 南 側 に の びる と 思わ れる 。 南北 2 間 5.95 
m) 以上 、 東 西 1 間 以上 で 、P 4-11 を 基準 に し た 方 位 は 座標 北 に 対し て N 16.5" W を 示す 。 遺 物 が 出 
土 し て お ら ず 、 明 確 な 時 期 は 不明 で ある が 、 弥 生 時 代 と 思わ れる 。 
SK 19 調査 区 中 央 部 5 c 区 に 位置 する 遺構 で SB 1 の 1.3 m 南 に ある 。 東西 2.4m、 南 北 1.0 m、 
深 さ 約 10 cm を 測る 。 SB 2 の P 58 に 切ら れる と 思わ れる 。 遺 物 は 須恵 器 29 32、 土 師 器 33・34、 製 
塩 土 器 35・36、 鉄 製品 が 出土 し て お り 、 奈 良 時 代 前 半 と 考え られ る 。 
SD1 調査 区 北部 1c2c 区 に 位置 する 東西 方 向 の 溝 で ある 。 幅 0.96 1.44m、 深 さ 20cm を 測る 。 
遺物 は 古代 の 須恵 器 、 土 師 器 な ど に 混じっ て 、 底 部 回 転 糸 切り の 土師 器 塊 (底部 ) が 出土 し て お り 、 中 
世 と 思わ れる 。 (坂口 
[ 3 区 ] 
調査 地 中 央 部 に 位置 する 排水 路 部 分 の 調査 区 で ある 。 調査 面積 394.4 mi。 
東西 方 向 の 水路 を 挟ん で 南北 (3 区 北 と 3 区 南 ) に 分 か れる 。 3 区 北 で は 、 ベ ー ス が 2 a 区 以 東 で は 
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12 2cSD2 13 3c へ 3d SD3 _ 14 SBH(4c P30) 15 SB2(5c P37) 16… へ 21 SB2(5c P58) いい SB3(8d P28) 23 SB3(8c P44) 

24・27 SB4(9e P61) 25 SB4(9e P63) 26・28 SB4(9e P55) 29 へ 36 5cSK19 37・38 5c 包 含 属 

1 区 出土 遺物 

黄色 系 の 土 層 、1 a 区 周辺 で は 黒色 系 の 土 層 、3 区 南 で は 1 a 区 周辺 と 同様 の 褐色 黒色 系 の 土 層 と な 

る 。 損 立 柱 建 物 4 棟 、 柱 列 、 落 込み 、 溝 、 小 穴 な ど を 確認 し 、 3 区 北 で は 中 央 部 へ 西 半 部 、 3 区 南 で は 

北 半 部 を 中 心 に 遺構 が 分 布 す る 傾向 が 認め られ る 。 

SB1 調査 区 西部 3 a 区 に 位置 する 掘 立柱 建物 で 北側 に の びる 。 桁 行間 (1.65 1.8m) 以上 、 

梁 行 2 間 (8.5m) の 側 柱 建物 で 、P 2- 8 を 基準 に し た 方 位 は 、 座 標 北 を 示す 。 遺 物 は 非常 に 少な い 

が 須恵 器 39、 土 師 器 が 出土 し て お り 、 奈 良 時 代 前 半 と 思わ れる 。 

SB2 調査 区 北部 1c1d 区 に 位置 する 掘 立柱 建物 で 東側 に の びる と 思わ れる 。 南北 2 間 

6m) 、 東 西 2 間 325 m) 以上 の 総 柱 建物 で 、P 84-81 を 基準 に し た 方 位 は 座標 北 に 対し て N 



ーー に 

3 区 北 Ys38.530. 』 本 

91260 一 

XE-191276. 一 一 

0 (S=1/400)》 10m 

3 区 平面 図 

5" W を 示す 。 遺物 は 少な い が 、 土師 器 、 須恵 器 40、 製塩 土器 が 出土 し て お り 奈 良 時 代 前 半 と 思わ れる 。 

SB 3 調査 区 北部 1d4 へ 1 e 区 に 位置 する 掘 立柱 建物 で 東側 に の びる と 思わ れる 。 南北 2 間 

2.95 m) 、 東 西 1 間 (1.75 一 1.9m) 以上 の 総 柱 建 物 と 考え られ 、P 70-77 を 基準 に し た 方 位 は 座 

標 北 に 対し て N 8" W を 示す 。 遺 物 は 少な い が 、 土 師 器 が 出土 し て お り 、 奈 良 時 代 前 半 と 思わ れる 。 

SB4 調査 中 央 部 に 位置 する 掘 立 柱 建 物 で 東側 に の びる と 思わ れる 。 南北 2 間 39m) 、 東 西 1 間 

2.3 m) 以上 の 総 柱 建物 と 考え られ 、P 57-60 を 基準 に し た 方 位 は 座標 北 に 対し て N 8” W を 示す 。 

遺物 は 少な い が 、 土 師 器 が 出土 し て お り 、 奈 良 時 代 前 半 と 思わ れる 。 

SA1 調査 区 東部 6 a 区 に 位置 する 柱 烈 又は 桶 烈 状 の 遺構 で 、 南 北方 向 に の びる と 思わ れる 。 柱 の 問 
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39 SB1(3a P2) 40 SB2(1d P74) 41 SA1(6a P22) 42 SA3(Oc P32) 43 SA3(Oo P35) 
44 へ 47 1a…2b SX1( 上 層 ) 48…52 1a…2b SX1( 下 層 ) 53・54 Ob へ Oc SX99 

3 区 出土 遺物 

陽 が 2.35m で 、 深 さ は P 21 が 15cm、P 22 が 14 cm を 測る 。P 22-21 を 基準 に し た 方 位 は 座標 北 に 対 

し て N 1.5" W を 示す 。 遺 物 は 土師 器 、 須 恵 器 41、 製 塩 土器 が 出土 し て いる 。41 の 須恵 器 は 飛鳥 時 代 

と 思わ れる が 、 小 破片 で あり 遺構 埋没 時 の 混入 が 推測 され 、 遺 構 の 時 期 は 奈良 時 代 前 半 と 思わ れる 。 周 

辺 は 遺構 が 非常 に 少な く 、 区 画 施設 が 想定 され る 。 

SX1 調査 区 西部 1bー2a 区 に 位置 する 落 込 み で ある 。 南 東北 西方 向 に 傾斜 し て お り 北 西部 が 深 

く 、 約 20 cm を 測る 。 遺 物 は 奈良 平安 時 代 の 須恵 器 44 ー 52、 土 師 器 、 製 塩 士 器 な ど が 出土 し て お り 、 

東 ・ 南 の 建物 群 周辺 の 遺物 が 流れ 込ん だ よう な 状況 と 思わ れる が 、 各 個体 は ら ま り 大 きく な い 。 

SX 99 調査 区 北部 0bー0c 区 に 位置 する 落 込 み で ある 。 SB 2 の 西側 約 2m か ら 西 方 向 に 向かっ 

て ベー ス が 傾斜 する 。 遺 物 は 奈良 平安 時 代 の 須恵 器 53・54、 土 師 器 、 製 塩 土 器 が 出土 し て いる 。 落 

込み 周辺 に は 直径 20 cm 前 後 の 小 穴 又 は 柱 穴 状 の 遺構 が や や 密集 し て 分 布 し て お り 、 明 確 で は な い が 、 

南北 方 向 に 棚 又 は 堀 状 の 区 画 施設 が 復元 で きる 可能 性 が ある (SA2・3) 。SA2 は 柱 の 間隔 が 2.5 

m で P 92 - 36 を 基準 に し た 方 位 は 座標 北 に 対し て N 10*" W を 示す 。 SA 3 は 柱 の 間隔 が 2.0m で P 35 

- 32 を 基準 に し た 方 位 は 座標 北 を 示す 。 遺 構 か ら 土 師 器 、 製 塩 土器 の 小 語 や 、P 32 か ら は 須恵 器 42、 

P 35 か ら は 土師 器 43 が 出土 し て お り 、 奈 良 時 代 前 半 と 思わ れる 。 (坂口 

[の 区] 

調査 地 の 東 部 中 央 部 に 位置 する 排水 路 部 分 の 調査 区 で ある 。 調査 面積 772.8 押 。 

gh ブロ ッ ク で 、 近 世 の 勉 溝 と 耕地 を 区 画 し て いた と 思わ れる 溝 4 を 検出 し た 。 

b・e ブ ロッ ク で は 古墳 時 代 中 期 の 土器 だ まり 57・58 が 形成 され て お り 、 土 器 だ まり 58 で は 臼 玉 

55 へ 65 や 管 玉 66 を 含む 10 点 以上 の 滑石 製品 が 出土 し 、 出土 土器 の 中 に は 高 坪 70 72 が 多く 含ま れる 。 



祭礼 遺構 の 可能 性 が 高い 。 ど ちら の 土器 だ まり も 西 の 調査 区 外 へ 続い て いく 。 

fg ブロッ ク の 土器 だ まり 59 か ら は 、 弥生 時 代 中 期 後半 の 疾 75・76、 高 才 79、 ミ ニチ ュ ア 土器 

77 等 が 出土 し た 。 西 の 調査 区 外 へ 続い て いく 。 

2 ブロ ッ ク の 溝 2 は 出土 遺物 が 無く 、 時 期 不 明 で ある 。 

6 8 ブロ ッ ク に か け て 耕作 土 の ほ ぼ 直 下 か ら 掘 り 込 まれ る 2 条 の 溝 を 確認 し た 。 

溝 1 は 遺構 10 を 切る 北西 方 向 に 走る 溝 で ある 。 溝 1 の 埋 士 は ベー ス の 色 と 似 て いた た め 、 上 層 で は 

検出 で き て いな い 。 出土 遺 物 に は 須恵 器 杯 日 80 等 、 飛 鳥 時 代 の 遺物 も 含む が 、 下 層 か ら 奈 良 時 代 の 拓 

恵 器 底部 81 が 出土 し て いる 。 

遺構 10 は 幅 7 m 以 上 の 南北 方 向 の 溝 で 、 多 量 の 遺物 が 出土 し て いる 。 断 面 な どか ら 主 に 上 層 ・ 中 層 ・ 

層 ・ 最 下層 に 分 ける こと が で きた 。 上 層 は 奈良 時 代 の 土師 器 ・ 須 恵 器 ・ 製 塩 土器 を 含む 。 中 層 は 飛 ! 

の 須恵 器 杯 日 88 へ 90 や 短 頸 春 93、 奈 良 時 代 の 須恵 器 杯 B 身 92 や 丸 底 V 式 の 製塩 土器 82 等 、 主 

飛鳥 へ 奈良 時 代 の 遺物 を 含む 。 下 層 は 弥生 時 代 中 期 後 葉 ・ 終 末期 、 古 墳 時 代 中 期 へ 飛鳥 時 代 の 遺物 を 

お む お が 、 特 に 古墳 時 代 中 へ 後期 の 遺物 が 多く 、 大 量 の 土師 器 高 控 97 へ 104、 ま た 紡 鍵 車 131 や 滑石 製 

玉 127 へ 130 等 、 祭 礼 関 係 の 遺物 が 目立つ 。 ま た 、 市 内 で も 古墳 時 代 中 期 の 祭礼 遺物 が 見 つか っ て い 

る 遺跡 (木戸 原 遺 跡 ・ 雨 流 遺 跡 ) で 出土 が 確認 され て いる 人 須恵 器 を 模 令 し て 黒色 研磨 され た 土師 器 杯 

105・106 を 含む こと が 特筆 され る 。 下層 か ら 出 土 し た 弥生 時 代 終 未 期 の 遺物 の 中 に は 、 東 阿波 型 土 器 

や 上 圧 内 狼 と いっ た 島 外 か ら の 搬入 品 も 含む 。 最 下層 は 弥生 時 代 中 期 後 葉 ・ 終 未 期 ・ 古 墳 時 代 中 期 の 遺物 

を 含み 、 滑 石 製品 の 勾玉 132 が 出土 し て いる 。 和 勾玉 は 扇 平 で 、 長 さ が 3.8 cm で 古墳 時 代 中 期末 頃 と 思わ 

れる 。 遺 構 10 は 工事 の 関係 で 溝 の 底 まで は 掘削 で き て いな い 。 

6 区 は 大 日 川 が 大 きく 蛇行 する 攻撃 斜面 側 に 位置 し 、 遺構 10 は そこ か ら 派 生 し た 旧 河 道 の 一 部 で あっ 

た と 思わ れる 。 弥生 時 代 に は 流水 し て いた よう だ が 、 古 墳 時 代 に は 滞 水 し は じ め 、 古 墳 時 代 中 期 へ 飛鳥 

時 代 に か け て 水辺 の 祭礼 場 と し て 使用 され た も の と 推測 され 、 奈 良 時 代 前 半 に 埋没 し た と 考え られ る 。 

9 へ 12 ブロ ッ ク で は g~ーh ブ ロッ ク 同 様 、 細 い 溝 な ど を 確認 し た が 、 近 世 の 遺 構 と 思わ れる 。 

12 へ 20 ブロッ ク は 全体 的 に 遺物 が 乏しく 、 近 世 遺 構 も 混在 する が 、 古 墳 時 代 中 期 へ 平安 時 代 の 遺構 

と 考え られ る 溝 や 土 質 ・ 小 穴 な どの 遺構 を 検出 し た 。 遺 構 16 は 細い 溝 で 、 須 恵 器 模 優 土師 器 や 製塩 土 

器 丸 底 [ 式 が 出土 し て いる こと か ら 、 古 墳 時 代 中 期 と 思わ れる 。 遺構 30 から は 製塩 土器 丸 底 IV a 式 が 

出土 し 、 飛 鳥 へ 奈良 時 代 前 半 と 推測 され る 。 

6 区 で は 建物 跡 は 確認 で き な か っ た こと か ら 、 居 住 に は 適さ な か っ た よう で ある 。 (山崎 ) 

[7 区 ] 

調査 地 西 部 に 位置 する 排水 路 部 分 の 調査 区 で ある 。 調査 面積 402.7 m。 

遺構 面 を 2 面 確 認 し た 。 第 1 面 の ベー ス は 、 黒褐色 上 暗 灰 黄色 の 土 層 と な り 、 掘 立柱 建物 2 棟 、 土 質 、 

溝 、 小 穴 な ど を 確認 し た 。 遺 構 の 大 半 は 調査 区 南 半 部 、1aー3 a 区 まで に 集中 する 。 

SB1 調査 区 南端 1aー2a 区 に 位置 する 掘 立 柱 建 物 で 西側 に の びる 。 南北 2 間 (4.65m) 、 東 西 

1 間 (2.0 へ ご 2.1m) 以上 の 総 柱 建物 で 東 ・ 南 方 向 に 放 と 考え られ る 柱 列 が 認め られ る 。P 9 -58 を 基 

準 に し た 方 位 は 座標 北 に 対し N 6" W を 示す 。 遺 物 は 土師 器 135・136、 磁 器 137・138、 須 恵 器 な ど が 

出土 し て お り 中 世 と 考え られ る 。 ま た 先 の 遺物 に 混じっ て 焼 土 が 多く 含ま れる 。 

SB2 調査 区 南部 3 a 区 に 位置 する 掘 立柱 建物 で 東側 に の びる 。 南北 2 間 ②.85m) 、 東 西 2 間 ⑧.0 

へ 3.1m) 以上 の 側 柱 建物 で 、P 65-62 を 基準 に し た 方 位 は 座標 北 に 対し て N 85" E を 示す 。 遺 物 は 
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準 に し た 方 位 は 座標 北 に 対し て N 83.5" EE を 示し 、SB 1 に 平行 する 。 遺物 は 土師 器 142 な ど に 混じっ 

て SB 1 同様 に 焼 土 が 多く 含ま れ て お り 、 中 世 と 考え られ る 。 

SK 37 調査 区 南部 2 a 区 に 位置 する 土塊 で ある 。 長 辺 74 cm、 短 辺 50 cm、 深 さ 26 cm で "大" と 刻 書 

され た 陶器 片 149 や 土師 器 150 が 出土 し て お り 、 南 側 に 隣接 する SB 1 と 同時 期 の 中 世 と 考え られ る 。 

また 建物 周辺 の 遺構 か ら は 、 中 世 の 土 師 器 や 須恵 器 な ど が 出土 が し て いる 。 

第 2 面 の 遺構 は 、 人 為 的 な ゃ の は な く 自 然 の 落ち 込み や 窪み 状 の 遺構 の み で 、 遺 物 は 弥生 土器 と 思わ 

れる 土器 片 が わずか に 出土 し て いる の み で ある 。 た だ し 第 1 面 の ベー ス と な る 土壌 な ど に は 、 和 須恵 器 

152 ご 160、 土 師 器 、 製 塩 土 器 な ど 古 代 の 遺物 が 一 定量 含ま れる こと か ら 、 周 辺 に は 古代 の 遺構 が 存在 

する 可能 性 が ある 。 (坂口 ) 

[9 区 ] 

調査 区 西部 に 位置 する 排水 路 部 分 の 調査 区 で ある 。 調査 面 積 197 mr。 

調査 区 内 の ベー ス は 、 オ リー ブ 色 へ 黒色 系 の 土 層 と な る 。 近 現代 と 思わ れる 暗 上 押 や 溝 、 浅 い 窪 み 状 の 

遺構 や 古墳 時 代 の 落 込 みな ど を 確認 し た 。 地 下水 位 が 非常 に 高い こと や 確認 し た 遺構 か ら 、 居 住 城 で な 

か っ た と 考え られ える が 、 調 査 区 東部 か ら 古 墳 時 代 中 期 の 遺物 が まとまっ て 出土 し て いる こと や 7 区 の 

状況 か ら 周 辺 に は 居住 城 の 遺構 が 広がる 可能 性 が ある 。 

SX8 7a~ー8a 区 に 位置 する 南北 方 向 に の びる 落 込 み で 、 幅 2.7 5.6 m、 深 さ は 南側 が 深く な り 

約 60 cm を 測る 。 遺 物 は 古墳 時 代 中 期 頃 の 土師 器 164 178 を 中 心 に 須恵 器 の 高 拓 と 思わ れる 肢 部 179 

が 出土 し て いる が 、 土 師 器 は 全体 に 摩 滅 が 著しく 、 遺 存 状態 が 悪い 。 

SD10 9a…ーl0 a 区 に 位置 する 溝 で 南西 北東 方 向 に の びる 。 幅 約 50 cm、 深 さ 約 40 cm で 座標 北 に 

対し て N 55" E を 示す 。 遺 物 は 土師 質 の 土器 片 が 出土 し て お り 、SD 8 と 同時 期 か 飛鳥 時 代 と 思わ れ 

る 。 (坂口 ) 

HH0 区 ] 

調査 地 西 部 に 位置 する 排水 路 部 分 の 調査 区 で ある 。 調査 面積 114 mi。 

工事 の 掘削 深度 の 関係 か ら 第 1 面 の 調査 の み 行 っ た 。 調 査 区 内 の ベー ス は 、 黒 色 系 へ 黄色 系 の 土 層 と 

な る 。 浅 い 溝 状 の 遺構 を 確認 し た 。 9 区 同様 に 居住 城 で な か っ た と 考え られ る 。 調査 区 の 南 半 部 に 位置 

する SD 4 は 幅 が 一 定 せ ず 、 深 さ は 深い 部 分 で 約 30 cm を 測る 。 遺 物 は 弥生 時 代 終 末期 の 土器 181・182 

に 混じっ て 中 世 の 土 師 器 鍋 体 部 が 含ま れる こと か ら 中 世 と 思わ れる 。 ま た 遺構 の ベー ス と な る 土 層 に 弥 

生 時 代 終 未 期 の 土器 183 186 が 含ま れる こと か ら 、 下 層 に 弥生 時 代 の 遺構 が 存在 する 可能 性 が 高い 。 

(坂口 

日 1 区 」 

調査 地 西 端 部 に 位置 する 排水 路 部 分 の 調査 区 で ある 。 調査 面積 302.7 mi。 

遺構 面 を 2 面 確認 し た 。 第 1 面 は 調査 区 西 半 部 の 黒色 系 の 土 層 と 東部 の 黄色 系 の 砂層 を ベー ス に 、 中 

世 の 掘 立柱 建物 3 棟 、 流 路 、 溝 、 土 了 、 小 穴 や 古墳 時 代 の 溝 な ど を 確認 し た 。 特 に 2 aー5 a 区 に 中 世 

の 柱 穴 状 の 遺構 が 密集 する 傾向 が 認め られ る 。 

SB1 調査 区 中 央 部 3 a5 a 区 に 位置 する 掘 立 柱 建 物 で 南側 に の びる と 思わ れる 。 東西 3 間 "7.1 

m) 、 南 北 1 間 以上 の 建物 で 、 東 ・ 西 ・ 北 方 向 の 柱 列 は 座 に な る 可能 性 が 高い 。P 72-105 を 基準 に し 

た 方 位 は 座標 北 に 対し て N 76.5" E を 示す 。 遺 物 は 土師 器 191 一 196 や 砥石 197 な ど が 出土 し て お り 、 

室町 時 代 と 考え られ る 。 
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171 へ ご 179 7aー8a SX8 

180 9a 包含 層 

SB2 調査 区 中 央 部 3 a5 a 区 に 位置 する 掘 立 柱 建物 で 北側 に の びる と 思わ れる 。 南 北 1 間 (1.5 

ー1.7m) 以上 の 総 柱 建物 と 思わ れ 、P 50-91 を 基準 に し た 方 位 は 座標 北 に 対し て N 75" EE を 示す 。 

遺物 は 土師 器 198・199 な ど が 出土 し て お り 、 室 町 時 代 と 考え られ る 。 

SB3 調査 区 西 半 2aー3 a 区 に 位置 する 掘 立柱 建物 で 北側 に の びる と 思わ れる 。 南北 1 間 (1.7 

1.8m) 以上 、 東 西 1 間 (1.9m) の 側 柱 建物 で 、P 54-37 を 基準 に し た 方 位 は 座標 北 に 対し 、N 10.5 

” W を 示す 。 遺 物 は 土師 器 、 須 恵 器 こね 鉢 片 が 出土 し て お り 、 室 町 時 代 と 思わ れる 。 

SK 92 調査 区 中 央 部 5 a 区 に 位置 する 土質 で ある 。 長 辺 2.3 m、 短 辺 1.4 m、 深 さ 約 20 cm で 土師 器 

209 な ど が 出土 し て お り 、 室 町 時 代 と 考え られ る 。 

SD 96 調査 地 中 央 部 5 a 区 に 位置 する 溝 で ある 。 幅 30 cm、 深 さ 約 10 cm で ある 。 遺物 は 土師 器 片 が 

わずか に 出土 し た 。 建 物 を 含め た 中 世 の 遺 構 の 大 半 は 、 こ の 溝 の 西側 に 

性 が 高い 。 

展開 する た め 、 区 画 の 溝 の 可 能 

ルス の 調査 区 西端 部 1 a 区 に 位置 する 自然 の 流 路 と 思わ れる 遺構 で ある 。 深 さ が 約 1.3 m で 南東 方 向 

か ら 北 西方 向 に の びる 。 遺 物 は 中 世 の 土 師 器 200 205 な 

ど が 出土 し て いる 。 

SD 64 調査 区 中 央 部 4 a 区 に ある 南北 方 向 の 溝 で ある 。 

幅 約 3.0m、 深 さ 84cm を 測る 。 遺 物 は 土師 器 210 へ 217 

が 出土 し て お り 、 古 填 時 代 前 半期 頃 と 思わ れる 。 

第 2 面 の 遺構 に は 溝 や 流 路 な ど が あり 、 基 本 的 に 弥生 時 

代 の 遺構 と 考え られ る 。 

SD 117 調査 区 南端 7aー8a 区 に 位置 する 弧状 を な す 

溝 で 、 北 側 に の びる 。 幅 約 1.0 m、 深 さ 約 40 cm を 測り 、 

遺物 は 弥生 時 代 中 期 後 葉 の 完 形 の 春 218 が 出土 し て いる 。 SD 117 遺物 出土 状況 ( 南 か ら ) 
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世 の 流 路 SR 8 を わずか に 東方 向 に ずら し た 

形 で 南 束 か ら 北 西方 向 に 流 路 の 肩 部 が 確認 で 

きた 。 深 さ は 約 1.0m を 測る 。 遺 物 は 弥生 土 

器 219 へ 221・223・224 や 石 導 と 思わ れる 石器 

225 が 出土 し て いる 。 
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主 ヨ ーー ご 
219Ye2 223Yes 
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iiiiiiil ll 222 3a SD57 

11 区 出土 遺物 2 

方 向 の 溝 で ある 。 幅 約 1.2 m、 深 さ 18 cm で 北 半 部 が 2 条 に 分 か れる 。 弥生 土器 222 が 出土 し て いる 。 

SD 1384 調査 区 東部 の 6 a 区 で 南北 方 向 の 溝 で ある 。 幅 30 50 cm、 深 さ 約 40 cm を 測る 。 遺 物 は 土 

師 質 の 小さ な 土器 片 が わずか に 出土 し て いる 。 (坂口 ) 

[12 区 ] 

調査 地 中 央 北 寄 り に 位置 する 排水 路 部 分 の 調査 区 で ある 。 調 査 面積 325.3 mm。 

遺構 面 が 東 半 部 で 2 面 確認 で きる が 、 西 半 部 で は 1 面 と な る 。 第 1 面 は 調査 区 東 半 の 褐色 系 の 土 層 を 

ベー ス と する 遺構 で 、 掘 立柱 建物 1 棟 、 溝 な ど が ある 。 西 半 部 に も 小鶴 な ど が ある が 、 非 常に 少な い 。 

第 2 面 は 、 東 半 部 の 黄 褐色 と 西部 の 黄色 系 の 細 砂 質 土 を ベー ス と する 遺構 で 、 飛 鳥 時 代 の 掘 立柱 建物 1 

棟 、 弥 生 時 代 の 土質 や 溝 な ど が ある 。 

SB1 第 1 面 の 遺構 で 調査 区 東部 0aー1a 区 に 位置 する 握 立 柱 建物 で 北側 に の びる 。 南北 2 間 (4.0 

ー4.2m) 以上 、 東 西 2 間 (3.8m) の 側 柱 建物 で 、P 33- 4 を 基準 に し た 方 位 は 、 座 標 北 に 対し て N 

1" W を 示す 。 遺物 は 須恵 器 226、 土 師 器 な ど が 出土 し て いる 。 ま た 建物 の 5m 東 PF 35 か ら 出土 し て 

いる 土師 器 228・229 か ら 平 安 時 代 後期 の 時 期 が 想定 され る 。 

SB2 調査 区 東端 部 li aー12 z 区 に 位置 する 掘 立柱 建物 で ある 。 北西 部 と 南東 部 中 央 の 柱 は 、 外 側 

に わずか に 飛び 出す 近接 棟 持 柱 と 思わ れ 、 南 北 5 間 ⑧3ー8.4m) 、 東 西 1 間 (4.3m) の 側 柱 建 物 

と 考え られ る 。PP 63-69 を 基準 に し た 方 位 は 座標 北 に 対し 、N 33" W 方 向 を 示す 。 遺 物 は 小さ な 土師 

器 片 が 中 心 で ある が 、P 65 か ら 須 恵 器 227 が 出土 し て お り 、 7 世紀 前 半 が 考え られ る 。 ま た 柱 穴 か ら 

弥生 時 代 終末 期 の 土器 語 が 部 分 的 に 出土 し て お り 、 周 辺 に 同時 期 の 遺構 が 存在 する 可能 性 が 高い 。 

SD 40 調査 区 東部 3a4 a 区 に 位置 する 溝 で 南北 に の びる 。 東 西 幅 は 広い 部 分 で 約 3.3 m、 深 さ 

約 40 cm で 、 遺 物 は 弥生 時 代 中 期 後 葉 の 土器 236・237 が 出土 し て いる 。 そ の 東 と 西 に は 、 同 じ 弥 生 時 代 

中 期 と 思わ れる 土器 が わずか に 出土 する 浅い 溝 状 の 遺構 SD 28 や 土 垢 状 の 遺構 SK 39 な ど が 分 布 し て 

いる 。 
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12 区 出土 遺物 

。 南北 幅 約 西側 に の びる っ SK 48 選 呈 共 平 洛 凌 MP で os ババ 主 則 下 ひ 海 選 い 可 バ 肖 涼 じ 十 該 

1.5 m、 深 さ 34 cm で 弥生 時 代 中 期 後 葉 の 土器 230 へ 235 が 出土 し て いる 。 (坂口 ) 

2. まとめ 

国 衛 廃 寺跡 で は 、 古 代 と 中 世 の 遺 構 ・ 遺 物 が 確認 する こと が で きた 。 古 代 に つい て は 、33 区 周辺 で 

や や まとまっ て 遺物 が 出土 し て いる 。 た だ し 、 溝 な どか ら の 遺物 が 中 心 で 、 居 住 城 で は な か っ た と 思わ 

れる が 、 出 土 遺物 の 中 に 瓦 が 含ま れる こと か ら 周 辺 に 瓦 茸 建物 が 存在 し て いる 可能 性 が ある 。 

中 世に つい て は 、 調 査 地 東端 部 の 34 ご 37 区 周辺 で 遺構 ・ 遺 物 を 確認 する こと が で きた が 、 遺 構 の 分 
と 
(ゆめ 
認め 遺物 の 中 に 鉄 涯 や 輪 の 羽 口 が 布 量 ・ 遺 物量 共に 少な く 遺 跡 の 中 心から は 、 離 れ た 様 な 状況 で ある 。 

られ る こと と 、 周 辺 の 地名 と 合わ せ て みる と 、 鍛 冶 遺 構 が 存在 する 可能 性 が 高く 、 注 意 を 要する 。 
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木 辺 遺跡 で は 、 弥 生 へ 中 世 の 貴 構 ・ 遺 物 を 確認 する こと が で きた 。 弥生 時 代 は 12 区 で 溝 な どか ら や 

や まとまっ て 中 期 の 遺物 が 出土 し た 。 住 居 跡 は 確認 で き て いな い が 、 1 ・12 区 周辺 が 中 期 の 居住 域 に 

な る と 考え られ る 。 さ ら に 地下 水位 が 高い 6・9 区 を 挟ん で 11 区 で 周 溝 募 を 1 基 確 認 し た 。 溝 の 形状 

か ら 円 形 周 溝 慕 と な る 可能 性 が 高く 、 墓 域 を 形成 し て いる こと が 想定 され る 。 

古墳 時 代 は 地下 水位 が 高い 6 区 で 祭礼 跡 (3 ヶ所) や 9 区 で 遺構 を 確認 し た 。 祭 礼 跡 の 2 つ は 古墳 時 

代 中 期 の 土器 だ まり か ら 滑 石 製品 と 大 量 の 土師 器 が 見 つか っ た 。 も う 一 つ は 自然 流 路 状 の 溝 で 古墳 時 代 

中 期 へ 飛鳥 時 代 に 土師 器 の 高 捧 な ど を 使用 し て 繰り 返し 祭礼 が 行わ れ た 様子 が 伺え る 。 飛 島 時 代 の 祭祀 

に 対応 する 時 期 の 建物 が 1 棟 、12 区 西端 部 で 確認 で きた (SB 2) 。 建物 の 方 位 が 座標 北 に 対し N 33 

”W と 後述 する 南北 方 向 を 示す 古代 の 建物 群 と は 傾き が 異な る こと が 指摘 で きる 。 

奈良 ・ 平 安 時 代 は 、 1 ・3 区 を 中 心 に 建物 群 を 確認 し た 。 い ずれ も 奈良 時 代 前 半期 の 南北 方 向 を 意識 

し た 建物 群 で 、 側 柱 建 物 と 総 柱 建物 が や や まとまり を 持っ て 展開 する こと が 指摘 で きる 。 出土 遺物 に 官 

衛 的 な も の は 認め られ な い が 、 建物 群 の 確認 状況 な どか ら 、 官 衛 的 な 遺跡 と 評価 する こと が で きよ う 。 

中 世 は 調査 地 西 部 の 7 ・11 区 周辺 で 建物 群 を 確認 で き 、 周 辺 が 中 世 の 居 住 城 で あっ た と 考え られ る 。 

いずれ の 建物 も 調査 区 外 に の びる た め 、 全 体 規模 は 不明 で ある が 、 柱 穴 の 深度 が 深く 比較 的 規模 が 大 き 

な も の が 含ま れる 。 ま た 7 区 で は 陶器 の 体 部 に “大 "の 刻 書 が 認め られ る な ど 注 意 を 要する 。 

(坂口 ・ 山 崎 ) 

NO



3. 入 田 稲荷 前 遺跡 ・ 姫 畑 遺跡 ・ 喜 平 前 遺跡 ・ 南 畑 遺 跡 ・ 森 ノ 腰 遺跡 ・ 戒 壇 寺 跡 - 2 次 調査 - 

荒 目 遺 跡 - 3 次 調査 -・ 養 宜 上 長手 遺跡 - 1 次 調査 - 

所 在 地 八木 入 田 ・ 養 宜 中 ・ 養 宜 上 

事業 名 経営 体育 成 基 盤 整 備 事業 ( 養 宜 地区 ) 

担 当 考 的 崎 惹 

種別 確認 調査 

調査 期間 平成 29 年 5 月 26 日 へ 平成 80 年 1 月 25 日 

調査 面積 448mm (2 2m109 ヶ 、1X3m・ 

1X4m・1X5mm 各 1 ヶ ) 調査 の 位置 

1. 調査 内 容 
よう ぎ 

調査 対象 地 は 淡路 島 最 大 の 平野 で ある 三原 平野 北東 部 の 標高 20 57 m を 測る 成 相川 右岸 へ 半 宜 川 の 

両 岸 に 位置 する 田園 地帯 で 、 調 査 地 の 北端 で 養 宜 川 が 成 相 川 に 合流 し て いる 。 調 査 地 や その 周辺 に は 入 

田山 古墳 群 や 上 八木 古墳 ・ 養 宜 館 跡 (県 指定 史跡 ) ・ 南 畑 遺 跡 ・ 戒 壇 寺 跡 ・ 入 田 稲荷 前 遺跡 ・ 城 の 山城 

跡 な ど 多 く の 遺 跡 が 周知 の 遺跡 と し て 包 蔵 され て いる 。 

平成 25 年 度 に 上 記事 業 に 伴っ て 分 布 調査 を 行っ た 結果 、 広 範囲 に 遺物 の 散布 が 認め られ た 。 よ っ て 、 

地下 の 埋蔵 文化 財 の 有無 を 確認 する た め 、 遺 跡 範囲 確認 調査 を 行う こと と な っ た が 、 当 地区 は 農業 が 盛 

ん な 地域 で ある こと か ら 、 一 年 の 大 半 の 期間 を 農作物 の 栽培 を 行っ て いる 田園 も 多く 、 2 カ年 計画 で 地 

元 と の 調整 を 取り つつ 調査 を 進め た 。 平 成 28 年 度 に は 、150 ヶ所 の 調査 区 を 調査 し 、 広 範囲 で 遺構 ・ 

遺物 を 確認 し た 。 今 年 度 は 前 年 度 の 調査 成果 も 考慮 し て 、2 メ X 2m の 調査 区 を 109 ヶ所 、1X 3m・ 

1X4m・1 メ X5m の 調査 区 を それ ぞ れ 1 ヶ所 、 養 宜 館 周 辺 に 設定 し た 。 な お 、 調 査 対 象 地 が 広範 囲 

で ある た め 、 遺 跡 ご こと に まとめ 、 調 査 番号 順に 主 な 調査 区 の み を 記述 し て いる 。 ま た 、 文 章 中 の 弥生 時 

代 の 時 期 区 分 に つい て は 前 期 (I 様式 ) ・ 中 期 前 葉 (様式 ) ・ 中 期中 葉 ( 和 四 様 式 ) ・ 中 期 後 葉 (1V 様 

式 ) ・ 後 期 (V 様 式 ) ・ 終 未 期 (庄内 併行 期 ) と し て いる 。 

(A) 入 田 稲 荷 前 遺跡 

養 宜 川 の 右岸 、 河 岸 段 兵 の 低位 段丘 面 に 広がる 遺跡 で ある 。 こ の 遺跡 は 平成 28 年 度 に 重点 的 に 調査 

を 行っ て いた た め 、 お お よそ の 遺跡 範囲 に つい て は 絞り 込め て いた 。 よ っ て 今年 度 は 前 年 度 に 行え な 

か っ た 地点 や 遺跡 般 囲 が 曖昧 で あっ た 部 分 な ど に 追加 調査 を 行っ た 。 

No.157 遺跡 の 南端 部 に 位置 し 、 地 形 の 傾斜 と は 逆 方 向 の 東側 に 落ち 込む 遺構 を 検出 し た 。 断 面 観察 か 

ら 遺 構 埋 土 は 9 層 に 掘り 込ま れ た 4 へ 8 層 で ある こと が わか っ た 。 8 層 に は 弥生 時 代 中 期 後 葉 後 半 の 遺 

物 が 多く 含ま れ 、 費 文 土器 が 僅か に 混じっ て いた 。 3 層 は 中 世 の 遺 構 と 思わ れる 。 

No. 159 南部 に 位置 し 、 地 山 で ある に ぶ い 黄 褐 色 細 砂 質 土 を ベー ス に し た 北側 に 落ち 込む 浅い 土質 と 小 

穴 を 検出 し た 。 浅 い 土質 か ら は 弥生 時 代 後期 後半 終末 期 の 土器 が 多く 出土 し た 。 

No.160 南部 に 位置 し 、 に ぶ い 黄 褐 色 細 砂 に 掘り 込ま れ た 大 き な 遺 構 の 一 部 を 検出 し た 。 遺 構 深 度 は 

32 cm ほど あり 、 底 面 は ほぼ フラ ッ ト で 、 古 代 の 須恵 器 や 土師 器 に 混じっ て 弥生 時 代 後 期 の 土器 が 出土 

し た 。 断面 観察 か ら こ の 遺構 に 掘り 込ま れ た 遺構 を 確認 し た が 、 時 期 は 不明 で ある 。 
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No.163 中 央 部 に 位置 する 。 前 年 度 の 確認 調査 成果 で は 、 河 岸 段 丘 崖 下 の 調査 区 は 養 宜 川 の 池 藩 原 に あ 

た り 、 厚 い 堆 積層 が 確認 され て いる 。 こ の 調査 区 も 池 藻 原 に あたり 、 遺 物 を 多く 含ん だ 厚い 砂 シ ルト 

層 が 堆積 し て いた 。7 層 よ り 上 で は 古代 以降 の 遺物 が 含ま れる が 、8 層 以 下 は 弥生 時 代 後 期 後半 の 遺 

物 16 が 大 量 に 出土 し 、 中 に は 完 形 に 近い や 器 人 馬 1、 淡 路 型 枚 や 沖積 地 の 胎土 を 持つ 搬入 品 な ど が 

含ま れ て いた 。 和 南西 隅 で は 遺物 を 含ま な い 地 山 と 考え られ る 層 (24・25 層 ) を 一 部 確認 し た が 、 調 査 

区 の 大 半 は 表土 直下 か ら 1.2 mm 以上 掘削 し て も 遺物 7ー9 を 多く 含ん だ 層 (22・23 層 ) が 下 へ と 継続 

し て いた 。 湧 水 と 軟弱 な 堆積 層 に よる 壁 崩落 の 危険 が あっ た こと か ら 、 無 遺物 層 ま で は 確認 で き な か っ 

た 。 

No.164 中 央 部 に 位置 し 、 地 山 で ある 黄 褐 色 粘 質 土 で 遺構 を 4 基 検 出し た 。 こ の 内 、 埋 士 の 異な る 1 基 

は 、 上 層 の 黒褐色 粘 砂 質 土 を 遺構 面 と し て いた こと が わか り 、 遺 構 面 が 2 面 あ っ た こと を 確認 し た 。 遺 

構 か ら 時 代 を 判別 で きる 明確 な 遺物 は 出土 し て いな い が 、 黒 褐色 粘 砂 質 土 に は 古代 の 遺物 が 含ま れ て い 

た 。 

N.165 中央 部 に 位置 し 、 地 山 で ある 礎 を 多く 含む 灰 黄 褐 色 粘 質 土 で 土塊 な どの 遺構 を 3 基 検 出し た 。 

この 内 1 基 は すぐ 上 層 の 暗 褐色 粘 砂 質 土 を 遺構 面 と し た 遺構 で あっ た が 、2 面 の 遺構 の 出土 遺物 に は あ 

まり 時 期 差 が な く 、 古 代 の 範 時 と 考え られ る 。 

No.166 北部 の 段丘 岩下 に 位置 する 調査 区 で 、 湧 水 が 激 し い 。 飛 鳥 時 代 の 須恵 器 を 多く 含む 層 を 確認 し 

た が 、 周 辺 か ら の 流れ 込み と 考え られ る 。 地 山 で ある に ぶ い 黄 椅 色 粘 砂 質 土 に 掘り 込ま れ た 土塊 な どの 

遺構 を 4 基 検 出し た 。 遺 構 か ら は 奈良 時 代 前 半 の 土師 器 や 須恵 器 10・ 製 塩 土器 が 出土 し て いる 。 

No.167 北部 に 位置 する 。 上 層 の 暗 灰 黄 色 粘 質 土 に は 飛鳥 時 代 末 の 遺物 が 含ま れる が 、 下 層 の 砂 へ 磯 層 

は 弥生 時 代 中 期 後 葉 後半 の 遺物 を 含む 旧 河 道 と 考え られ 、 瀬 戸 内 系 故 や 製作 途中 段階 の 金山 産 サ ヌカ イ 

ト な どの 搬入 品 も 出土 し て いる 。 前 年 度 に 周辺 で 行っ た Ko.44・45 も 旧 河 道 で あっ た こと を 確認 し て い 

る 。 

No.178 南部 に 位置 し 、 遺 構 面 を 2 面 確認 し た 。 第 1 遺構 面 で は 、10 層 を ベー ス に し た 埋 士 が 異な る 潜 

や 柱 穴 な どの 遺構 を 検出 し 、 切 り 合 いも 見 られ た 。 遺構 3 (9 層 ) と 遺構 7 (8 層 ) が 先行 する 遺構 で 、 

その 後に その 他 の 遺構 が 掘り 込ま れ た よう で ある 。 遺 構 か ら 出土 し た 土器 は 奈良 時 代 頃 の も の で あり 、 

時 期 差 は あま りな い 。 第 2 遺構 面 で は 、 地 山 で ある 15 層 を ベー ス に し た 弥生 時 代 後 期 後 葉 終末 期 の 

3 基 の 遺構 を 検出 し た 。 土質 で ある 遺構 8 か ら は 弥生 土器 が 多く 出土 し 、 東 阿波 型 土 器 11 な ども 含ま 

れ て いる 。 浅 い 土 折 で ある 遺構 9 か ら も 東 阿波 型 土 器 が 出土 し た 。 遺 構 8 と 遺構 9 か ら 出 土 し た 土器 は 

接合 関係 に あり 、 同 時 期 に 埋没 し た こと が うか が える 。 

No.199 中 央 部 や や 北 に 位置 し 、 古 代 の 遺物 を 含む 黒色 粘土 に 掘り 込ま れ た 遺構 を 確認 し た 。 直 上 の 包 

含 層 に も 古代 の 遺物 が 含ま れ て いる こと か ら 、 遺 構 は 古代 の 可能 性 が 高い 。 ま た 、 地 山 で ある 黄 褐色 粘 

土 を ベー ス に し た 遺構 が 周辺 に 存在 する 可能 性 が ある 。 

(B) 大 畑 遺跡 

成 相 川 と 養 宜 川 の 合流 部 分 に 位置 する 遺跡 で ある 。 前 年 度 の 調査 で は 、 2 つの 川 の 間 の 微 高 地 部 分 に 

遺跡 が 広がっ て いる の を 確認 し て いる 。 

No.168 北部 に 位置 し 、 地 山 で ある に ぶ い 黄 褐 色 粘 砂 質 土 を ベー ス に し た 埋 士 が 異な る 遺構 を 2 基 検 出 

し た 。 出 土 遺物 か ら 弥 生 時 代 後 期 と 古代 以降 の 遺構 と 考え られ る 。 



No.169 中央 部 に 位置 し 、 地 山 で ある 礎 混 灰 黄 褐色 粘 砂 質 土 に 掘り 込ま れ た 柱 穴 な どの 遺構 を 5 基 検 出 

し た 。 遺 構 か ら は 弥生 時 代 終末 期 の 淡路 型 枚 や 東 阿波 型 土器 な ど が 出土 し て いる 。 

No.170 北部 に 位置 し 、 比 較 的 養 宜 川 に 近い 調査 区 で ある 。 6 層 に 掘り 込ま れ た 飛鳥 へ 奈良 時 代 の 遺構 

(5 層 ) を 断面 で 確認 し た 。7… 13 層 か ら は 弥生 時 代 後 期 後 葉 へ 古墳 時 代 初 頭 の 遺物 12 17 が 多く 

出土 し 、 完 形 品 に 近い 土器 や 淡路 型 枚 ・ 河 内 型 庄内 橋 ・ 生 駒 西 麓 産 の 土器 ・ 東 阿波 型 土 器 ・ 北 近畿 の 影 

響 を 受け た 器 台 ・ 勾 玉 形 土 製 模造 品 12・ 脚 台 四 式 製塩 土器 16 な ど が 含ま れ て いた 。 人 勾玉 形 土 製 模造 品 

の 出土 か ら 、 水 辺 の 祭礼 が 周辺 で 行わ れ て いた 可能 性 が あり 、 最 下層 に は 養 宜 川 の 旧 河 道 と 考え られ る 

砂 礎 層 (14 層 ) を 確認 し て いる 。 

No. 171 北部 に 位置 し 、No.170 同様 に 比較 的 養 宜 川 に 近い 。 中 層 の 黒褐色 粘 細 砂 質 土 へ 下層 の 黒色 粘 質 

シル ト は 飛鳥 奈良 時 代 の 湿地 層 で あり 、 下 層 に は 植物 遺体 が 多く 合 ま れ て いた 。 最 下層 の 黒褐色 砂 礎 

層 に は 弥生 時 代 終 末期 へ 古墳 時 代 初 頭 の 土器 が 含ま れ て いた が 、 掘 削 深度 の 限界 か ら 更 に 下 へ の 調査 は 

断念 し た 。 こ の 調査 区 は 、 も と も と 養 宜 川 の 河道 で あっ た も の が 湿地 と な っ て 堆積 し た 場所 と 考え られ 

る 。 

No.177 中央 部 に 位置 する 調査 区 で 、 ほ ぼ 耕 作 土 直下 で 褐色 粘 質 土 寺 に ぶ い 黄 褐 色 シ ルト 質 土 を ベー ス 

に し た 古代 以降 の 土質 を 検出 し た 。 下 層 に は 養 宜 川 の 影響 を 受け た 遺物 を 含む 層 が 堆積 し て いた 。 

MN.179 南端 に 位置 し 、 地 山 で ある に ぶ い 黄 橋 色 極 細 砂 質 土 填 黄 褐 色 粘 砂 質 土 に 掘り 込ま れ た 遺構 を 確 

認 し た 。 遺構 面 の 上 層 に は 土師 器 や 製塩 土器 ・ 飛 鳥 時 代 の 須恵 器 が 含ま れる こと か ら 、 遺 構 は 飛鳥 へ 奈 

良 時 代 の 範 叶 と 考え る 。 

No.181 中央 部 に 位置 する 。 上 層 の 褐色 砂 質 土 を ベー ス に し た 古代 以降 の 遺構 を 断面 で 確認 し た 。 こ の 

遺構 面 よ り 下 は 成 相 川 の 池 藻 原 に あたる 古代 の 須恵 器 や 土師 器 を 含む 堆積 層 で 、 さ ら に 下層 に も 遺物 を 

含む 層 は 続い て いた 。 

N. 198 北部 に 位置 する 。 古 代 の 遺物 を 含む に ぶ い 黄 褐色 粘 細 砂 質 土 に 掘り 込ま れ た 柱 穴 な どの 遺構 を 

8 基 検出 し た 。 遺構 理 士 は 3 4 種類 あっ た が 、 出 土 遺 物 か ら は 古代 の 範 障 と し か わか ら な か っ た 。 遺 

構 面 に は 、 古 代 の 遺物 の 他 に 周辺 か ら 流 れ 込 ん だ 縄文 土器 が 含ま れ て いた 。 

No. 233 南部 に 位置 する 調査 区 で 、9 層 に 掘り 込ま れ た 堅 穴 住 居 を 検出 し た 。 調 査 区 の 東端 で 僅か に 共 

認 し た 堅 穴 住居 の 肩 部 な どか ら 、 住居 の 形状 は 円 形 の 可能 性 が 高い 。 床 面 は 礎 層 で 、 柱 穴 1 を 確認 し た 。 

堅 穴 住居 の 埋 士 に は 弥生 時 代 後期 後 葉 一 終 未 期 の 遺物 が 多く 含ま れ 、 東 阿波 型 圭 器 や 淡路 型 客 ・ 紡 鐘 車 

18、37 メ 26 13 cm の 使用 痕 の ある 台 石 も 出土 し て いる 。 ま た 、 断 面 観察 で 5 層 に 掘り 込ま れ た 古代 か 

中 世 と 思わ れる 遺構 (4 層 ) も 確認 し た 。 

No. 234 北部 に 位置 し 、 養 宜 川 の 影響 に よる 砂層 が 堆積 し て いる 調査 区 で ある 。 8 層 に 掘り 込ま れ た 土 

塊 な どの 遺構 を 検出 し た 。 遺 構 1 ・2 は 遺構 3 を 切る 遺構 で 、 遺 構 3 か ら は 室町 時 代 の 土師 器 や 上 瓦 器 ・ 

陶器 が 出土 し て いる 。11・16 層 か ら は 土師 器 と と も に 縄文 時 代 後 期 前 葉 の 土器 19・20 が 出土 し て いる 。 

前 年 度 の 調査 で は 、 対 岸 に ある 入 田 稲荷 前 遺跡 (Q.148) か ら も 同時 期 の 遺物 が 出土 し 、 関 連 性 が 考え 

られ る 。 

o.257 南部 に 位置 する 調査 区 で 、 地 山 で ある に ぶ い 黄 椅 色 粘 砂 質 土 に 掘り 込ま れ た 遺構 を 4 基 検 出し 

た 。 遺 構 に は 切り 合い が 見 られ た が 、 遣 構 か ら の 遺物 は 少な く 、 古 代 の 範 購 と し か わか ら な い 。 遺 構 面 

より 上 層 に は 鎌倉 時 代 と 古代 の 遺物 包含 層 が 堆積 し て いた 。 

No. 258 南部 に 位置 する 調査 区 で 、 遺 構 は 確認 で き な か っ た が 、 弥 生 時 代 後 期中 葉 へ 古代 の 遺物 を 多く 
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含む 層 を 確認 し 、 東 阿波 型 土 器 の 埋 21 も 出土 し た 。 下層 に は 養 宜 川 の 影響 を 受け た 砂 礎 層 が 堆積 する 。 

(C) 喜平 前 遺跡 

養 宜 川 右 岸 の 狭い 緩和 斜面 に 位置 する 遺跡 で 、 城 の 山城 跡 の 東 、 上 八木 古墳 が 北 に 隣接 する 。 前 年 度 に 

行っ た 調査 で 遺構 を 確認 し た た め 、 当 初 の 設定 より 調査 区 を 増やし て 調査 を 行っ た 。 

No.212 遺構 面 を 3 面 確認 し た 。 第 1 遺構 面 は 5 層 を ベー ス に し た 南 に 落ち て いく 遺構 1 と 断面 観察 か 

ら 遺 構 2 を 確認 し た 。 遺 構 1 か ら は 底部 糸 切 り の 土師 器 皿 や 白磁 ・ 備 前 焼 な ど が 出土 し た こと か ら 、 室 

町 時 代 の 遺構 で ある 。 第 2 遺構 面 は 6 層 を ベー ス に し た 細い 溝 状 の 遺構 3 で 、 飛 鳥 時 代 前 半 の 須恵 器 

23 が 出土 し て いる 。 し か し 、 5・6 層 に は 須恵 器 の 長 頸 和 22 や 才 を 含む 飛鳥 時 代 末 の 遺物 が 多く 含ま 

れる こと か ら 、 遺構 3 も この 時 期 と 考え られ る 。 第 3 遺構 面 で は 地 山 で ある 8 層 に 掘り 込ま れ た 遺構 4・ 

5 を 検出 し た 。 遺 構 か ら 時 期 を 判別 で きる 遺物 は 出土 し て いな い が 、 飛 鳥 時 代 の 範 上 時 と 推測 され る 。 

No. 213 遺構 は 確認 で き な か っ た が 、 飛 鳥 へ 室町 時 代 の 遺物 を 大 量 に 含む 包含 層 を 確認 し た 。 

No.214 に ぶ い 黄 褐色 粘 砂 質 土 に 掘り 込ま れ た 小穴 を 1 基 検 出し た 。 時 期 は 不明 で ある 。 

No.215 に ぶ い 黄 褐 色 粘 土 へ 黄 褐 色 粘 質 土 を ベー ス に し た 遺構 を 確認 し た 。 時 期 は 不明 で ある 。 

No. 216 地 山 で ある 褐色 粘 質 土 礎 混 に ぶ い 黄 褐 色 粘 砂 質 土 に 掘り 込ま れ た 遺構 を 北 隅 で 確認 し た 。 時 

期 は 不明 で ある 。 

No.218 明 黄 褐色 粘 砂 質 土 + す に ぶ い 黄 樽 色 砂 質 土 を ベー ス に し た 遺構 を 3 基 検出 し た 。 遣 構 か ら は 底部 

償 切 り の 土師 器 皿 が 出土 し て いる こと か ら 、 中 世 と 考え られ る 。 ま た 、 こ の 遺構 面 よ り 下 に は 古代 の 遺 

物 が 含ま れる こと か ら 、 地 山 で ある 礎 混 に ぶ い 黄色 砂 質 土 を ベー ス に し た 古代 の 遺構 が 周辺 に 存在 する 

可能 性 が ある 。 

No.219 8 層 を ベー ス に し た 土質 な どの 遺構 を 8 基 検出 し た 。 遺 構 2 の 埋 士 だ け 他 の 遺構 と 異な り 、 鎌 

倉 時 代 の 遺物 が 含ま れ て いた こと か ら 上 層 に は も う 一 面 遺構 面 が 存在 し て いた と 推測 する 。 そ の 他 の 遺 

構 に は 弥生 時 代 後 期 後 半 へ 奈良 時 代 の 遺物 が 含ま れる こと か ら 、 奈良 時 代 の 遺構 と 考え られ る 。 8 層 以 

下 は 地形 に 沿う よう に 南側 に 傾斜 する 弥生 時 代 後 期 後半 へー 終 未 期 の 遺物 24 27 を 多く 含む 包含 層 で 、 

中 に は 集落 外 か ら の 搬入 品 が 数 点 含 まれ て いた 。 

No.221 地 山 で ある 10・11 層 に 掘り 込ま れ た 土質 な どの 遺構 を 3 基 検 出し た 。 遺構 の 埋 士 は 全て 異な り 、 

遺構 3 か ら は 飛鳥 時 代 の 遺物 が 出土 し た 。 4 7 層 か ら は 奈良 時 代 の 遺物 が 多く 出土 し 、 丸 底 V 式 の 製 

塩 土 器 28 が 多く 含ま れる 。 ま た 鍛冶 関連 の 累 の 羽 口 や 鉱 涯 な ども 出土 し て いる こと か ら 、 周 辺 で 鍛冶 

が 行わ れ て いた も の と 考え られ る 。 

N. 241 養 宜 川 に 近い 調査 区 で あっ た が 、 し っ か り と し た 地 山 の 19 層 に 掘り 込ま れ た 土 質 を 2 基 と 小 

穴 を 1 基 検 出し た 。 土 折 は 2 基 と も 調査 区 外 へ と 続く た め 規 模 は 不明 だ が 、 大 き な 遺 構 と 推測 され る 。 

土塊 か ら は 飛鳥 時 代 後 半 頃 の 須恵 器 や 土師 器 ・ 製 塩 土器 な ど が 出土 し た 。 遺 構 面 より 上 層 の 5… へ 8 層 に 

も この 時 期 の 遺物 29 が 多く 含ま れ て いた 。 

(D) 南畑 遺跡 

成 相 川 と 養 宜 川 に 挟ま れ 、 費 文 時 代 の 石器 が 表面 採集 で きる 遺跡 と し て 周知 され て いる が 、 縄文 時 代 

の 遺構 は 今 ま で 確認 され て いな か っ た 。 前 年 度 の 調査 で 、 遺 跡 範 囲 が 南側 に 広がる こと が 判明 し 、 戒 境 

寺跡 と の 境界 が 不明 瞭 に な っ て し まっ た た め 、 今 年度 の 調査 で は 遺跡 範囲 と と も に 戒壇 寺跡 と の 境界 線 
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を 明確 に する こと も 目的 の 一 つと し た 。 

No.173 北部 に 位置 する 調査 区 で 、 暗 褐色 粘 砂 質 土 に 掘り 込ま れ た 遺構 を 確認 し た 。 遺 構 か ら は 僅か な 

土師 器 が 出土 し て いる が 、 時 期 の 判別 は 難し く 、 中 世 の 範 購 と 思わ れる 。 

No. 201 西端 に 位置 する 調査 区 で 、 地 山 で ある 11 層 に 掘り 込ま れ た 2 基 の 遺構 を 検出 し た 。 水 道 管 理 

設 な ど に よる 揚 乱 を 受け て いる た め 、 遺 構 の 性 格 な ど は よく わか ら な い が 、 遺 構 1 は 西方 向 に 落ち て い 

く 土 塊 で ある 。 遺 構 か ら は 弥生 時 代 後 期 終 未 期 頃 の 遺物 が 出土 し て いる 。 

No. 222 西部 に 位置 する 調査 区 で 、 地 山 で ある 褐色 粘 砂 質 土 に 掘り 込ま れ た 遺構 を 3 基 検 出し た 。 遺 構 

か ら 遺 物 は 出土 し て いな いた め 、 時 期 は 不明 で ある 。 

No. 223 西部 に 位置 する 調査 区 で 、 弥 生 時 代 後 期 と 縄文 時 代 前 期 前 葉 の 遺構 を 検出 し た 。 費 文 時 代 の 遺 

構 5 (4・5 層 ) が 調査 区 の 中 で 広範 囲 に 広がっ て いた こと か ら 、 当 初 は 遺構 で ある こと が わか ら な か っ 

た た め 、 弥 生 時 代 の 遺構 4 基 を 第 1 遺構 面 と し て 調査 し た 。 そ の 後 、 全 体 を 少し 下げ た こと に よっ て 縄 

文 時 代 の 遺構 で ある こと が 明確 に な り 、 そ れ を 第 2 遺構 面 と し た 。 第 2 遺構 面 で は 溝 状 の 遺構 な ど を 確 

認 し た 。 遺 構 5 か ら は 縄文 時 代 前 期 前 葉 の 土器 の ほか に サ ヌ カ イト 製 の 石 凶 も 出土 し て いる 。 南 畑 遺 跡 

は 費 文 時 代 の 石 針 が 表面 採集 で きる 遣 跡 と し て 有名 で ある が 、 遺 跡 箇 囲 内 で 遺構 を 確認 で きた の は この 

調 

Mo. 

査 区 の み で ある 。 

246 東部 に 位置 する 調査 区 で ある 。 耕作 土 直 下 の に ぶ い 黄 褐 色 粘 質 土 に 掘り 込ま れ た 小穴 を 2 基 検 

出し た 。 こ の 調査 区 か ら は 遺物 が 全く 出土 し て いな いた め 、 時 期 は 不明 で ある 。 

No 256 北東 端 に 位置 する 調査 区 で 、 地 山 で ある 2 層 に 掘り 込ま れ た 遺構 を 2 基 検出 し た 。 遺 構 か ら は 

中 世 の 遺 物 が 出土 し て いる 。 

(E) 荒 目 遺 跡 

養 宜 川 左岸 、 養 宜 館 の 北東 に 位置 する 遺跡 で 、 今 まで の 調査 で 広範 囲 に 広がっ て いる 事 が 確認 され 

て いる 。 今年 度 は 差 宜 館 周辺 を 重点 的 に 調査 し た 。 

No.154 西部 に 位置 する 調査 区 で 、 地 山 で ある 7 へ … 10 層 上 面 で 土 折 や 柱 穴 な どの 遺構 を 6 基 検 出し た 。 

この 内 、 遺 構 6 は 南 壁 全域 に か か る 浅い 土 折 (4 層 ) で 、 瓦 器 や 瀬戸 天目 茶碗 な ど 室 町 時 代 の 遺物 が 出 

土 し て いる 。 そ の 他 の 遺構 か ら は 鎌倉 時 代 の 遺物 が 出土 し て いる 。 

No.155 西部 に 位置 し 、 地 山 で ある 尋 混 黒色 粘 質 土 に 掘り 込ま れ た 遺構 を 確認 し た が 、 時 期 は 不明 で あ 

る 。 直 上 に ある 包含 層 か ら は 室町 時 代 の 輸入 青磁 碗 や 瀬戸 天目 茶碗 な ど が 出土 し て いる 。 

No.156 西部 に 位置 する 調査 区 で ある 。 地 山 で ある 混 黒褐色 シル ト 質 粘土 へ 粘 質 シ ルト に 掘り 込ま れ 

た 浅い 土 玉 状 の 遺構 を 断面 観察 で 確認 し た 。 直 上 の 包含 層 に は 弥生 時 代 中 期末 後期 と 奈良 時 代 の 遺物 

が 多く 含ま れる 。 

No.174 この 遺跡 の 西端 に 位置 する 。 礎 を 多く 含ん だ 黒色 粘 質 土 に 掘り 込ま れ た 柱 穴 な どの 遺構 を 3 基 

確認 し た 。 遺 構 か ら 出 土 し た 遺物 は 少な い が 、 中 世 と 考え られ る 。 

No.175 碁 宜 館 の 東側 の 道路 に 面 す る 調査 区 で ある 。 養 宜 館 に 関連 する 漂 な どの 痕跡 を 確認 する た め 、 

道路 際 か ら 直 行 す る 1X 4m の 調査 区 を 設定 し た 。 結 果 的 に は 養 宜 館 に 関連 する 明確 な 遺構 や 遺物 は 

確認 で き な か っ た が 、 包 含 層 か ら は 弥生 時 代 後 期 の 土器 や 仕上 げ 用 の 目 の 細 か い 砥 石 が 出土 し て いる 。 

周辺 か ら 弥 生 時 代 の 遺構 が 確認 され る 可能 性 は 高い 。 

No.176 西部 に 位置 する 調査 区 で 、 地 山 で ある 混 黒褐色 粘 砂 質 土 を ベー ス に し た 小穴 を 4 基 検 出し 
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た 。 遺 物 が 僅か で ある た め 、 時 期 の 判別 が 難し い 。 

NM. 186 南西 部 に 位置 する 調査 区 で 、 遺 構 面 を 2 面 確 認 し た 。 同 一 面 で の 検出 と な っ た が 、4 層 を ベー 

ス に し た 遺構 2 ・5 は 古代 か 中 世 の 柱 穴 で 、 6 層 を ベー ス に し た 遺構 1・3 ・4・6 は 弥生 時 代 後期 後 

葉 の 遺構 で ある 。 

No.187 北西 部 に 位置 する 調査 区 で 、 地 山 で ある 12 層 で 土 垢 や 柱 穴 な どの 遺構 を 7 基 検出 し た 。 断 面 

観察 に よっ て 遺構 面 は 2 面 あ り 、 遺構 1・2・4 は 10 層 に 掘り 込ま れ た 遺構 と わか っ た 。 全体 的 に 遺 

物 が 少な いた め 、 時 期 の 判断 は 難し い が 、 第 1 遺構 面 は 古代 か 中 世 、 第 2 遺構 面 は 弥生 時 代 中 期 後 葉 と 

推測 され る 。 

No.188 中 央 西 寄 り に 位置 する 調査 区 で 、 遺 構 は 確認 で き な か っ た が 、 遺 物 を 多く 含む 包含 層 を 確認 し 

た 。 上 層 の 暗 褐色 粘 砂 質 土 ン へ に ぶ い 黄 褐 色 粘 質 土 は 鎌倉 時 代 以降 に 堆積 し た 層 で 、 中 層 の 礎 混 黒色 粘土 

褐色 粘土 寺 黒褐色 粘土 に は 奈良 時 代 の 遺物 30 が 多く 含ま れ て いた 。 ま た 、 下 層 の 黄 褐 色 粘 土 填 黒 褐 

色 粘 土 か ら は 弥生 時 代 終 末期 と 思わ れる 土器 が 出土 し 、 下 へ と 続い て いた 。 

No.192 中 央 西 寄 り に 位置 する 調査 区 で 、 灰 黄 褐 色 粘 砂 質 土 に 掘り 込ま れ た 遺構 を 2 基 検 出し た 。 1 基 

は 調査 区 の 半分 以上 の 面積 を 占め る 底面 が 平ら な 落ち 状 の 遺構 で 、 深 度 は 40 cm を 測る 。 埋 士 上 層 か ら 

は 弥生 時 代 後 期中 世 の 遺 物 が 出土 し 、 二 上 山 産 サメ カイ ト の 石 鱗 も 含ま れ て いた 。 埋 土 下 層 に は 弥生 

時 代 中 期末 終末 期 の 遺物 の み で 、 ミ ニチ ュ ア 土器 の 鉢 や 他 地 域 か ら の 搬入 品 も 出土 し た 。 

N.207 東端 に 位置 する 調査 区 で 、 黄 褐色 粘 質 土 二 灰 黄 褐 色 粘 砂 質 土 に 掘り 込ま れ た 遺構 を 1 基 検 出し 

た 。 遺 構 は 椿 円 長方形 を 呈す る 大 型 柱 穴 で 、 深 度 は 75 cm を 測り 、 中 世 の 土 師 器 や 瓦 ・ 鉄 製品 な ど が 

出土 し た 。 ま た 、 こ の 遺構 面 よ り 下 層 に は 古代 の 遺物 が 多く 含ま れ 、 中 で も 丸 底 V 式 の 製塩 土器 を 多く 

確認 し た た め 、 地 山 で ある に ぶ い 黄 褐 色 粘 質 土 十 灰 黄 褐色 粘 砂 質 土 を ベー ス に し た 奈良 時 代 の 遺構 が 周 

辺 に 存在 する 可能 性 が ある 。 

N.208 北東 部 に 位置 する 調査 区 で 、 地 山 で ある 浅 黄色 粘 質 土 土 灰 黄 褐 色 粘 砂 質 土 を ベー ス に し た 柱 穴 

や 小 土質 な どの 遺構 を 4 基 検出 し た 。 遺 構 か ら の 遺物 は 少な い が 、 古 代 と 考え られ る 。 

No.240 養 宜 館 の 北側 の 道路 に 面 す る 調査 区 で ある 。MNo.175 と 同様 に 、 道 路 か ら 垂 直方 向 に 1X 4m 

の 調査 区 を 設定 し た 。 養 宜 館 に 関連 する 遺構 は 確認 で き な か っ た が 、 弥 生 時 代 後 期 後 葉 一 終 未 期 の 遺 

物 31 を 含む 層 や 地 山 で ある 奏 混 黒色 粘 質 土 に 掘り 込ま れる 柱 穴 を 確認 し た 。 柱 穴 か ら は 搬入 品 の 器 人 台 

が 出土 し て いる 。 こ の 遺構 面 の 下 に は 、 こ れ 以 前 に 養 宜 川 の 影響 を 受け た 礎 層 と 砂層 が 厚く 堆積 し て い 

た 。 

No.259 中央 部 南 に 位置 する 調査 区 で 、 耕 作 土 直下 の 黒色 粘土 に 掘り 込ま れ た 柱 穴 な どの 遺構 を 4 基 検 

出し た 。 遺 構 か ら は 中 世 の 遺 物 が 出土 し て いる 。 

No.260 南東 部 に 位置 する 調査 区 で 、 地 山 で ある に ぶ い 黄 栓 色 粘 質 土 † す に ぶ い 黄色 粘 質 土 に 掘り 込ま れ 

た 遺構 を 5 基 検 出し た 。 遺構 の 埋 士 が 異な る こと か ら 直 上 の 黄 褐 色 粘 土 を ベー ス に し た 遺構 も 含ま れ て 

いた 。 古 代 頃 の 遺構 と 考え られ る 。 

N. 262 西部 に 位置 し 、 養 宜 川 沿い の 調査 区 で ある 。 地 山 で ある 混 黒色 粘 質 土 を ベー ス に し た 遺構 を 

2 基 検 出し た 。 遺 構 か ら 遺 物 は 出土 し て いな いた め 、 時 期 は 不明 で ある 。 

(F) 森 ノ 腰 遺跡 

森 ノ 腰 遺跡 は 前 年 度 の 調査 で 遺跡 範囲 が 確定 し て いた 。 し か し 、 事 業 範 囲 が 南 に 拡大 さき れ た た め 、No. 
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204 と No. 205 を 追加 し た 。 調 査 の 結果 、 僅 か に 遺物 は 含ま れ て いた が 、 遺 構 は 確認 で き な か っ た 。 

(G) 戒壇 寺跡 

古代 の 上 瓦 が 散布 する こと か ら 、 寺 院 跡 と し て 周知 され て いる 遺跡 で ある 。 今 まで の 調査 で 、 淡 路 国分 

寺跡 ・ 国 分 遺跡 (淡路 国分 寺 瓦 窯 ) ・ 南 辺 寺 古 堂 跡 ・ 志 筑 廃 寺 淡路 市 ) ・ 宮 林 上 失 (洲本 市 ) と 同 印 

SS て で 3 か 。 

No.153 北東 に 位置 する 。 礎 混 黒 褐色 粘 質 土 を ベー ス に し た 遺構 を 確認 し た 。 遺 構 か ら 遺 物 は 出土 し て 

いな い が 、 上 層 の 暗 褐 色 粘 砂 質 土 黒褐色 粘 砂 質 土 に は 中 世 、 遺 構 面 に は 弥生 時 代 後 期 の 遺物 が 含ま れ 

て いた 。 

No.182 東端 に 位置 する 調査 区 で 、 地 山 で ある 磯 混 暗 褐色 細 砂 質 土 に 掘り 込ま れ た 埋 士 の 異な る 柱 穴 な 

どの 遺構 を 4 基 検 出し た 。 古 代 の 遺物 を 含む 柱 穴 や 底部 糸 切 り の 土師 器 皿 を 含む 中 世 の 遺 構 が 混在 し て 

いた 。 

No.183 耕作 土 の 下 か ら 20cm 掘 前 し た 地点 で 、1 m ほ どの 巨石 を 2 右 と 40cm ほ どの 石 を 1 石 確 認 し た 。 

表面 に は 礎石 と し て 使用 され た 加工 痕 や 柱 を 据え た 痕跡 は 見 られ な か っ た が 、 現 状 保存 を 優先 し て 石 の 

則 面 を 確認 し て いな いこ と か ら 、 廃 棄 さ れ た 礎石 の 可能 性 は 捨て きれ な い 。 浅 い 土 塊 で ある 遺構 1 (5 

ー7 層 ) か ら コ ン テ ナ 1 箱 分 以上 の 瓦 が 出土 し て いる た め 、 礎 石 で あっ た 場合 は 周辺 に 瓦 茸 き の 礎 石 建 

物 が 想定 され る 。 出土 し た 瓦 は 、 内 面 に 布目 痕 が 残る 奈良 時 代 後 葉 へ 平安 時 代 の 上 瓦 32・33 で あっ た が 、 

軒 平 ・ 軒 丸 瓦 は 含ま れ て いな か っ た 。 遺構 2 (8 へ 10 層 ) は 大 型 の 柱 穴 と 考え られ る 。 こ の 調査 区 は 

遺構 の 切り 合い が 激しく 、 最 終 的 に 断面 で の 確認 と な っ た が 、11 へ 13 層 は 飛鳥 時 代 前 半 の 須恵 器 を 含 

お む お 土 垢 で あっ た 。 

N.190 中 央 に 位置 する 調査 区 で 、 耕 作 土 直 下 で 地 山 で ある に ぶ い 黄 褐 色 砂 質 土 に 掘り 込ま れ た 土 折 な 

どの 遺構 を 5 基 検出 し た 。 遺 構 出 土 の 遺 物 か ら 古 代 の 遺構 と 考え られ る 。 

N.195 南端 に 位置 する 調査 区 で 、 地 山 で ある 磯 混 暗 褐色 粘 質 土 に 掘り 込ま れ た 柱 穴 な どの 遺構 を 3 基 

検出 し た 。 遺 構 か ら の 遺物 は 少な く 、 時 代 の 判別 は 難し い が 古 代 の 可能 性 が ある 。 

No.202 南西 部 に 位置 し 、 地 山 で ある 礎 混 に ぶ い 黄 褐 色 砂 質 土 に 掘り 込ま れ た 柱 穴 な どの 遺構 を 4 基 検 

出し た 。 遺 構 埋 十 は 2 種類 あり 、 1 基 は 弥生 時 代 、 残 り の 3 基 は 古代 以降 と 考え られ る 。 

N. 203 中央 部 に 位置 する 調査 区 で 、 地 山 で ある 磯 混 に ぶ い 黄 褐 色 砂 質 土 に 掘り 込ま れ た 遺構 を 3 基 確 

認 し た 。 切 り 合 い が 見 られ 、 断 面 観察 か ら 2 基 の 遺構 は 上 層 の 礎 混 暗 褐 色 粘 砂 質 土 を ベー ス に し た 古代 

の 遺構 で 、 残 り の 1 基 は 地 山 を ベー ス に し た 弥生 時 代 の 浅い 土 折 で あっ た 。 

N.209 中 央 部 西端 に 位置 する 調査 区 で 、 北 東 隅 で に ぶ い 黄 褐 色 粘 砂 質 土 へ 礎 混 に ぶ い 黄 褐 色 粘 砂 質 土 

を ベー ス に し た 土 垢 状 の 遺構 を 確認 し た 。 時 期 は 不明 で ある 。 

N. 210 南部 に 位置 する 調査 区 で 、 暗 褐色 粘 細 砂 質 土 磯 混 褐色 人 砂 質 土 に 掘り 込ま れ た 小穴 を 検出 し 

た 。 遺 構 か ら 出 土 し た 遺物 は 少な い が 、 古 代 の 可能 性 が ある 。 

No. 211 南部 に 位置 する 調査 区 で 、 地 山 で ある 礎 混 に ぶ い 黄 褐色 細 砂 質 土 ン 人 に ぶ い 黄 褐色 粘 砂 質 土 に 奈 

良 時 代 後 葉 へ 平安 時 代 の 瓦 が 多く 含ま れ て いた 。 

o. 217 中 央 部 に 位置 する 調査 区 で 、 耕 作 土 直下 で 磯 混 暗 褐色 人 砂 質 土 に 掘り 込ま れ た 遺構 を 確認 し た 。 

遺構 か ら 出土 し た 遺物 は 小 庁 の た め 時 期 は 不明 で ある が 、 遺 構 面 に は 須恵 器 が 含ま れる こと か ら 、 古 代 

以降 と 思わ れる 。 
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No.225 中 央 部 に 位置 し 、 耕 作 土 直下 で 地 山 で ある 7 層 に 掘り 込ま れ た 土 垢 や 柱 穴 な どの 遺構 を 3 基 検 

出し た 。 遺 構 か ら は 平安 時 代 末 鎌倉 時 代 の 暗 花 蓮華 文 の 白磁 34 を 含む 輸入 陶磁 器 や 底部 糸 切 り の 土 

師 器 皿 が 出土 し 、 遺 構 3 に は 底部 糸 切 り の 土師 器 皿 35 37 が 多く 含ま れ て いた 。 

No.226 中央 部 に 位置 し 、 遺 構 面 を 2 面 確認 し た 。 第 1 遺構 面 で は 飛鳥 時 代 の 遺物 38 を 多く 含む 黒 褐 

色 粘 質 土 に ぶ い 黄 褐 色 粘 砂 質 土 に 掘り 込ま れ た 奈良 時 代 の 柱 穴 を 確認 し た 。 第 2 遺構 面 で は 地 山 で あ 

る 褐色 粘 砂 質 土 に 掘り 込ま れ た 飛鳥 時 代 の 柱 穴 と 弥生 時 代 後 期末 終末 期 の 遺物 39 を 含む 堅 穴 住居 を 

検出 し た 。 堅 穴 住 居 は 調査 区 の 半分 の 面積 に 引っ 掛か っ て いた が 、 全 体 の 形状 は 不明 で ある 。 南 東 際 に 

焼 土 層 を 確認 し た が 、 主 柱 穴 は 検出 し て いな い 。 

No.227 中 央 部 に 位置 する 調査 区 で 、 耕 作 土 直下 の 黒褐色 粘 質 土 上 に ぶ い 黄 褐 色 粘 砂 質 土 に 掘り 込ま れ 

た 遺構 を 3 基 検 出し 、 奈 良 時 代 と 思わ れる 遺物 が 出土 し た 。 遺 構 面 に は 弥生 時 代 後 期 後半 の 遺物 が 含ま 

れ て いる こと か ら 、 地 山 で ある 磯 混 暗 褐色 粘 砂 質 土 を ベー ス に し た 遺構 が 周辺 で 確認 され る 可能 性 が あ 

る 。 

No. 235 南部 に 位置 する 調査 区 で 、 地 山 で ある 礎 混 暗 褐色 粘 砂 質 土 を ベー ス に し た 土 垢 や 柱 穴 な どの 遺 

構 を 6 基 検 出し た 。 遺構 埋 士 は 2 種類 あり 、 切り 合い も 見 られ た が 、 時 期 差 は あま りな いと 考え られ る 。 

遺構 か ら は 鎌倉 時 代 の 遺物 が 出土 し て いる 。 

MN. 237 南部 に 位置 する 調査 区 で 、 暗 褐色 粘 質 土 に 掘り 込ま れ た 柱 穴 な どの 遺構 を 7 基 検 出し た 。 埋 土 

は 大 きく 3 種類 に 分 けら れる が 、 時 期 は 不明 で ある 。 

No.238 南端 に 位置 する 調査 区 で 、 地 山 で ある 礎 混 に ぶ い 黄 褐色 粘 細 砂 質 土 を ベー ス に し た 土 志 や 小穴 

な どの 遺構 を 9 基 検 出し た 。 埋 士 は 5 種類 に 分 けら れる が 、 時 期 は 不明 で ある 。 

No.242 南端 に 位置 する 調査 区 で 、 地 山 で ある に ぶ い 黄 褐 色 砂 質 土 へ 礎 混 褐色 粘 砂 質 土 を ベー ス に し た 

遺構 を 2 基 検 出し た 。 遺 構 か ら 弥 生 時 代 の 遺物 が 出土 し て いる 。 

No. 243 南西 端 に 位置 する 調査 区 で 、 黒 褐色 粘 質 土 へ 礎 混 黒褐色 粘 質 土 に 掘り 込ま れ た 中 世 の 遺 構 を 確 

認 し た 。 ま た 、 遺 構 面 に は 中 世 の 遺 物 が 含ま れ て いた こと か ら 、 地 山 で ある 礎 混 暗 褐色 粘 砂 質 土 を ベー 

ス と し た 遺構 が 周辺 で 確認 され る 可能 性 が ある 。 

No.249 中 央 部 東 に 位置 する 調査 区 で 、 地 山 で ある 7 層 に 掘り 込ま れ た 遺構 を 6 基 検 出し た が 、 遺 構 6 

以外 は 耕作 土 直 下 の 4 層 に 掘り 込ま れ た 室町 時 代 の 遺構 で あっ た 。 室 町 時 代 の 遺構 に は 切り 合い が 見 ら 

れる こと か ら 、 多 少 の 時 期 差 が あっ た も の と 考え られ 、 遺 構 4 え か ら は 瀬戸 天目 茶碗 が 出土 し て いる 。 遺 

構 6 は 浅い 土質 で 、 弥 生 時 代 後期 末 ー 終 末期 の 遺物 が 出土 し て いる 。 

N. 250 中 央 部 に 位置 する 調査 区 で 、 遺 構 面 を 3 面 検出 し た 。 第 1 遺構 面 は 5 層 を ベー ス と し 、 土 拉 な 

ど 4 基 の 遺構 を 検出 し た 。 遺 構 2 は や や 検出 面 が 低かっ た た め 平 面 で は あま り 残 っ て いな か っ た が 、 断 

面 の 3・4 層 に 対応 する 大 きい 土 折 で ある 。 遺 構 か ら は 中 世 の 底部 糸 切 り 土 師 器 皿 の 他 に 弥生 時 代 へ 古 

代 の 遺物 が 出土 し て いる 。 第 2 遺構 面 は 6 層 を ベー ス に し た 遺構 5 を 確認 し た が 、 時 期 は 不明 で ある 。 

第 3 遺構 面 で は 調査 区 全体 が 堅 穴 住居 の 中 に 入っ て お り 、7 層 以 下 が 住居 埋 士 と な る 。 こ の 住居 は 火災 

で 焼け 落ち た 焼失 住居 で あり 、 何 本 か の 柱 材 が 炭 と な っ て 残っ て いた 。 住 居 埋 士 か ら は 弥生 時 代 後 期 後 

半 ー 終 未 期 の 遺物 が 出土 し 、 搬 入 品 や 両面 に 使用 痕 の ある 石 皿 も 含ま れ て いる 。11 層 に は まだ 遺物 が 

見 られ た こと か ら 、 住 居 埋 士 は 下 に 続い て いた 可能 性 が 考え られ る 。 ま た 、 遺 構 6 は 7 層 に 掘り 込ま れ 

た 遺構 で 飛鳥 時 代 前 半 の 須恵 器 が 出土 し た 。 3 5 層 の 出土 遺物 の 中 に は 平安 時 代 の 緑 莉 陶器 が 含ま れ 

て いた 。 
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N.254 中央 部 東端 に 位置 する 調査 区 で 、 耕 作 土 直下 で 地 山 で ある 奏 混 黒褐色 砂 質 土 に 掘り 込ま れ た 遺 

構 を 1 基 検 出し た 。 遺 物 が 小片 の た め 、 時 期 は 不明 で ある 。 

N. 255 南東 端 に 位置 する 調査 区 で 、 地 山 で ある 暗 褐 色 粘 砂 質 土 礎 混 暗 褐色 粘 質 土 に 掘り 込ま れ た 遺 

構 を 3 基 検出 し た 。 お そら く 古 代 の 遺構 と 思わ れる 。 

No.261 中 央 部 に 位置 する 調査 区 で 、 地 山 で ある に ぶ い 黄 褐 色 砂 質 土 へ 礎 混 褐色 粘 砂 質 土 を ベー ス に し 

た 弥生 時 代 後期 前 半 の 遺構 を 2 基 検出 し た 。 遺 構 2 か ら 北 淡路 地域 の 土器 も 出土 し て いる 。 

(H) 養 宜 上 長手 遺跡 

No.229 耕作 土 直 下 の 6 層 に 握り 込ま れ た 遺構 を 3 基 確 認 し た 。 遺 構 1 か ら は 鎌倉 時 代 の 底部 糸 切 の 土 

師 器 皿 が 多く 出土 し た 。 ま た 、 6 層 に は 遺物 が 含ま れ て いた こと か ら 、 周 辺 に 7 層 を ベー ス に し た 遺構 

の 存在 も 考え られ る 。 

N.230 地 山 で ある 褐色 シル ト 質 土 に 掘り 込ま れ た 小穴 を 検出 し た 。 遺 物 が 少な いた め 明 確 で は な い 

が 、 中 世 と 考え られ る 。 

No.232 に ぶ い 黄 頂 色 粘 質 土 に 掘り 込ま れ た 遺構 を 確認 し た 。 遺 物 は 少量 で 時 代 は 明確 で は な い が 、 上 

層 の 褐色 粘 砂 質 土 十 灰 黄 褐色 砂 質 土 に 輸入 陶磁 器 が 含ま れる こと や 周辺 の 遺構 の 時 期 か ら 中 世 の 範 暗 と 

考え られ る 。 

2. まとめ 

調査 の 結果 、 広 範囲 に お いて 埋蔵 文化 財 の 包 蔵 が 確認 され た 。 周 知 の 遺跡 で ある 入 田 稲荷 前 遺跡 ・ 南 

畑 遺 跡 ・ 戒 壇 寺 跡 は 包 蔵 地 の 範 囲 が 拡大 し 、 前 年 度 に 発見 され た 左 畑 遺跡 ・ 喜 平 前 遺跡 ・ 荒 目 遺 跡 ・ 森 

ノ 腰 遺跡 に つい て は 遺跡 範囲 が 確定 し 、 新 た に 養 宜 上 長手 遺跡 も 発見 され た 。 遺 跡 ご と に 時 代 に 沿っ て 

まとめ る 。 

(A) 入 田 稲荷 前 遺跡 

入 田 稲荷 前 遺跡 は 縄文 (前期 ・ 中 期 ・ 後 期 ) ・ 弥 生 (中 期 前 葉 ・ 中 期 後 葉 ・ 後 期 終 末期 ) ・ 飛 鳥 ・ 

奈良 ・ 平 安 初頭 ・ 鎌 倉 ・ 室 町 時 代 の 遺跡 で ある 。 

縄文 時 代 の 範囲 は 〇 中 央 部 南 の 狭い 範囲 と ② 南 端 部 に 限定 され る 。 時期 も 〇 は 後期 前 葉 、② は 前 期 前 

葉 と 中 期末 に 分 か れ て いる こと か ら 、 一 時 的 な 生活 の 跡 が 点 在 し て いる も の と 思わ れる 。Mo. 74 出土 の 

前 期 前 葉 の 土器 は 生駒 西 尊 産 で あり 、 石 器 の 材料 で ある 二 上 山 の サ ヌカ イト と と も に 河内 地域 か ら も た 

ら さ れ た も の と 考え られ る 。 

弥生 時 代 は 大 きく 3 つの 血 囲 に 分 けら れ 、① 北 部 と ② 中 部 の 狭い 範囲 、③ 遺 跡 の 南 半 全 域 で ある 。 時 

期 は 中 期 後 葉 終 末期 の 遺構 が 広範 囲 に 広がっ て いた が 、 前 期 と 中 期中 葉 に つい て は 皆無 で あっ た 。 弥 

生 時 代 中 期 前 茶 に つい て は 、 今 回 調査 を 行っ た 事業 範囲 の 中 で 唯一 南部 に 位置 する No.147 で の み 確 認 さ 

れ て いる 。① に つい て は 養 宜 川 の 池 藻 原 に あたり 、 上 流 部 の 遺構 が 削ら れ て 流れ 込ん だ も の と 考え られ 

る 。 居 住 城 は ②③ の 範囲 で 、 堅 穴 住 居 な ど が 確認 され て いる 。 ま た 、 北 部 の No. 141 で 中 世 の 包 含 層 か ら 出 

土 し た 貨 泉 3 枚 は 弥生 時 代 の 遺構 か ら の 流れ 込み で あっ た が 、 当 時 の 弓 重 品 で あっ た こと は 間違い な 

く 、 こ の 地域 だ け で な く 淡 路 島 の 弥生 社会 の 流通 を 考え る 上 で 重要 な 資料 と な っ た 。 

古墳 時 代 の 遺構 ・ 遺 物 は 確認 で き な か っ た 。 

北部 で 飛鳥 時 代 の 包含 層 を 確認 し て いる 。 こ の 時 期 の 範囲 は も う 少 し 広がる 可能 性 が ある 。 
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古代 の 遺構 ・ 遺 物 は ほぼ 遺跡 全域 に 広がり 、 奈 良平 安 時 代 初頭 が 大 半 で ある 。 中 で も 中 央 部 に 位置 

する Io. 112 で は 古 瓦 が や や まとまっ て 出土 し て いる こと か ら 、 周 辺 に 官 衛 や 寺院 の 存在 を 示唆 し て い 

る 。 また 、 南 部 に 位置 する No. 64 で は 衣服 令 が 六 位 以下 (国司 ) の 役人 が 身 に 着け る 青銅 製 帯 金具 の 蛇 

尾 片 や 吉 内 産土 師 器 が 出土 し 、 遺 構 も 大 型 の 柱 穴 を 確認 し て いる こと か ら 、 官 衛 的 要素 が 高い 地域 と 言 

える 。 

中 世 は ① 中 央 北 寄 り 、 ② 中 央 南 寄 り 、 ③ 南 端 部 の 3 つの 範囲 で 確認 し た 。 ほとん ど が 鎌倉 時 代 の 遺構 

遺物 で あり 、 室 町 時 代 に 衰退 し て いき 、 現 在 も 民家 は 存在 し な い 。 

(B) 妖 畑 遺跡 

縄文 後期 ・ 弥 生 (後期 ・ 終 末期 ) ・ 古 墳 初頭 ・ 飛 鳥 ・ 奈 良 ・ 平 安 初 頭 ・ 鎌 倉 ・ 室 町 時 代 の 遺跡 で ある 。 

縄文 時 代 は 遺物 の み で ある が 、 北 部 に 位置 する No. 198・234 か ら 出 土 し て いる 。 事 業 範 囲 で 後期 の 遺 

構 が 確認 され て いる の は 対岸 の 入 田 稲荷 前 遺跡 148 の み で ある こと か ら 、 そ の 周辺 か ら 流 れ 込 み と 推 

測 さ れる 。 弥 生 時 代 は 大 きく ① 北 部 と ② 南 部 の 2 つの 範囲 で 確認 され て いる 。① の 北部 に 位置 する 厚い 

堆積 層 を 確認 し た No. 170・171 で は 、 事 業 範 囲 内 で は 戒壇 寺跡 の 2 ヶ所 で し か 確認 され て いな い 古 墳 時 

代 初 頭 ま で の 遺物 が 出土 し た 。 河 内 地方 や 阿波 地方 の 搬入 品 や 北 近 畿 の 影響 を 受け た 土器 な ど が 多く 含 

まれ 、 交 流 や 交易 が 盛ん で あっ た こと を 物語 っ て いる 。② で は 堅 穴 住居 が 確認 され 、 居 住 茂 で あっ た と 

考え られ る 。 

飛鳥 時 代 は ① 北 端 部 と ② 南 端 部 の 狭い 範囲 で 遺物 が 確認 され て いる 。 

古代 は 入 田 稲荷 前 遺跡 同様 に 奈良 平安 時 代 初 頭 の 遺構 ・ 遺 物 が 遺跡 全域 に 広がっ て いる 。 

中 世 は ① 北 端 部 と ② 南 部 の 範囲 で 確認 し た 。 鎌 倉 時 代 が 中 心 と 考え られ る が 、① の No. 234 で は 室町 時 

代 の 遺構 も 確認 され て いる 。 

(C) 喜平 前 遺跡 

弥生 (後期 ・ 終 未 期 ) ・ 飛 鳥 ・ 奈 良 ・ 鎌 倉 ・ 室 町 時 代 の 遺跡 で ある 。 

弥生 時 代 の 遺構 ・ 遺 物 は 遺跡 の 東部 の 狭い 範囲 で 確認 し た 。 周 辺 に 小 規模 な 集落 が 営ま れ て いた と 推 

測 す る 。 

飛鳥 時 代 は 遺跡 の 中 央 部 に 範囲 を 持つ 。No. 212 で は 終末 期 古 墳 な ど で 副 葬 品 と し て 出土 する こと が 多 

い タ イプ の 人 須恵 器 の 疾 や が 見 られ た 。 北側 に 位置 する 上 八木 古墳 か ら の 流れ 込み と も 考え られ る 。 ま 

た 、 製 塩 土器 の 丸 底 V 式 の 中 で も 器 壁 の 薄い IV a 式 が 多く 出土 し た 。 

古代 は 全域 に 広がり 、 須 恵 器 の 長 頸 春 な ど や や 官 衛 的 な 遺物 が 出土 し て いる 。 

中 世 も ほぼ 全域 に 広がり 、 鎌 倉 へ 室町 時 代 の 遺構 ・ 遺 物 が 見 られ る 。 和 守護 大 名 の 居館 で 政庁 も 兼ね て 

いた 養 宜 館 の 北側 に 位置 し 、 東 に は 城 の 山城 跡 が 隣接 する この 地 に は 、 家 臣 の 名 前 と 思わ れる 喜平 の 名 

が 付く 「 喜 平 土井 」 や 「 喜 平 前 」 の 小字 が 残る 。 

(D) 南畑 遺跡 

周知 の 遺跡 で ある 責 畑 遺跡 と 戒壇 寺跡 の 周辺 一 帯 を 調査 し た こと に より 、 2 つの 遺跡 の 境界 が 無く 

な っ て し まっ た 。 ど ちら か 1 つの 遺跡 と し て 名 称 変 更 す る こと も 可能 で あっ た が 、 南 畑 遺 跡 は 縄文 時 代 

前 期 の 遺跡 と し て 、 そ し て 戒壇 寺跡 は 古代 の 寺院 跡 と し て 定着 し て いた た め 、 遺 構 や 遺物 の 特質 を 捉え 
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て 、 境 界 を 定め た 。 南 畑 遣 跡 は 費 文 時 代 の 石器 が 多く 採集 され 、 古 代 の 遺物 ・ 遺 構 が 見 られ な い 範 囲 と 

し 、 戒 壇 寺 跡 は 古代 の 遺構 ・ 遺 物 が 広がる 範囲 と し た 。 

南畑 遺跡 は 縄文 (前期) ・ 弥 生 (後期 ・ 終 末期 ) ・ 中 世 の 遣 跡 で ある 。 

縄文 時 代 の 範囲 は 遺跡 の ほぼ 全域 に あたり 、 田 彫 の 表面 に は 石器 や サ ヌ カ イト 片 が 多く 見 られ る わり 

に 、 遺 構 は N. 223 で し か 確認 で き て いな い 。 遺構 や 包含 層 が 削ら れ た こと に よっ て 耕作 土 に 石 鱗 や サ ヌ 

カイ ト 片 が 散布 し て いる な ら ば 、 あ る 程度 散見 する は ず の 土器 が 見 られ ず 、 整 合 性 が と れ て いな いこ と 

か ら 、 今後 の 調査 に よっ て 解明 され る こと を 期待 する 。 

弥生 時 代 は 遺跡 の 西 半 に 広がり 、 戒 壇 寺 跡 に も 続い て いる 。 

中 世 は 東部 に 広がり 、 戒 壇 寺 跡 に 一 部 また が る 。 時 期 は 遺物 が 少な く 、 明 確 で は な い 。 

(EE) 荒 目 遺 跡 

弥生 (中 期 後 葉 ・ 後 期 ・ 終 未 期 ) ・ 奈 良 ・ 平 安 初 頭 ・ 鎌 倉 ・ 室 町 時 代 の 遺跡 で ある 。 

弥生 時 代 は ① 西 半 の ほぼ 全域 と ② 東 部 に 細長 い 帯 状 に 広がる 。 事 業 範囲 の 中 で 比較 的 中 期 後 葉 の 遺 

構 ・ 遺 物 が 見 つか っ て いる 。① で は 中 期 後 葉 終 未 期 の 遺構 ・ 遺 物 が 全域 に 見 られ る が 、 明 確 な 堅 穴 住 

居 は 確認 で き て いな い 。 お そら く 、 現 在 の 集落 が 微 高 地 に あたる こと か ら 、 弥 生 時 代 に お いて も 居住 域 

で あっ た と 推測 され る 。② は 中 期 後 葉 へ 後期 に 限ら れ 、 養 宜 川 の 旧 河 道 で あっ た No 126・129 に 多く の 

遺物 が 含ま れ て いた 。 

古代 は ① 中 央 部 の 広範 囲 と ② 北 東端 と ③ 南 東端 で 確認 され て いる 。 い ずれ も 奈良 時 代 ー 平 安 時 代 初 頭 

と 思わ れる 。 

中 世 は ① 西 半 全 域 、② 中 央 部 と ③ 東 端 は 狭い 範囲 で 確認 され て いる 。① で は 養 宜 館 周辺 に 療 を 確認 す 

る た め の ト レン チ を 入れ た 。 特 に 養 宜 館 東側 の No. 139・175 は 小字 が 「 東 堀 」 で あっ た が 、 漂 らし きも 

の は 確認 で き な か っ た 。① の 西 半 の 養 宜 館 周辺 で は 室町 時 代 、 東 半 で は 鎌倉 時 代 の 遺物 が 多い 傾向 に 

あっ た 。 養 宜 館 に 関連 する 家臣 団 の 邸宅 な ど と 推測 され る 。②③ う に つい て は 詳細 な 時 代 ま で は 不明 で あ 

る 。 

(F) 森 ノ 腰 遺跡 

養 宜 川 右岸 の 狭小 な 弥生 時 代 中 期 後 葉 の 遺跡 で ある 。 養 宜 川 へ と 流れ る 溝 の み を 確認 し て いる 。 

(G) 戒壇 寺跡 

弥生 (後期 ・ 終 末期 ) ・ 古 墳 初頭 ・ 飛 鳥 ・ 奈 良 ・ 平 安 ・ 鎌 倉 ・ 室 町 時 代 の 遺跡 で ある 。 

弥生 時 代 の 範囲 は 南畑 遺跡 か ら 続 き 、 遺 跡 の 西 半 に 広がる 。 遺 跡 の 中 心 に 位置 する No 226・250 で 堅 

穴 住 居 を 確認 し た こと か ら 、 こ の 周辺 に 居住 城 が 展開 し て いた も の と 考え られ る 。M. 89 は 弥生 時 代 後 

期 へ 古墳 時 代 初頭 まで の 厚い 包含 層 が 堆積 し 、 碧 玉 製 管 玉 や 搬入 土器 な ど が 出土 し た 。 古 墳 時 代 初 頭 ま 

で 継続 する の は 、 こ の 遺跡 で は ここ だ け で あっ た 。 

飛鳥 時 代 は 中 央 部 の ① 北 側 と ② 南 側 に 狭い 範囲 で 確認 され て いる 。 

古代 は ほぼ 全域 で 確認 され て いる 。 奈良 時 代 前 半 は あま り 見 られ ず 、 奈 良 時 代 後半 ー 平 安 時 代 の 遺構 

が 多い 。 寺院 跡 を 示す 明確 な 遺構 は 確認 で き な か っ た が 、「 戒 旦 寺 」 と いう 小字 名 が 付く 一 帯 に 設定 し 

た MN.183・211 で 上 瓦 が 見 つか り 、 字 名 と 出土 遺物 が 合致 し た 。 今 回 の 調査 で は 軒 丸 や 軒 平 瓦 は 出土 し て 
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いな い が 、 地 元 住民 

の 上 瓦 当 を 寄贈 いた だ 

に 接する 元々 秒 畑 で 

聞き 取っ た 。 単 弁 十 五 弁 蓮華 文 軒 丸 瓦 で 、 淡 路 国 分 寺 SKMO3 

型式 ・ 国 分 遺跡 SBMO3 型式 と 同 第 品 で ある 。 こ の 形式 は 十 六 

弁 で 推定 復元 され て 

と が 判明 し た 。 時 期 は 奈良 時 代 後 半 頃 と 思わ れ 、 戒 壇 寺 跡 は 

瓦 が 多く 出土 する 南部 に 存在 し た も の と 考え る 。 平安 時 代 の 

特記 事項 と し て は 、 

器 が 出土 し て いる こ 

の 方 か ら 昔 に 採集 し た ほぼ 完 形 の 軒 丸 瓦 

いた 。 出 土地 は No. 261 の 東 、No. 251 の 南 

あっ た 田園 か ら 出 土 し た 瓦 で ある こと を 

いた が 、 寄 贈 品 に より 、 十 五 弁 で ある こ 

中 央 より 北 寄 り の Mo. 94・250 か ら 緑 邊 陶 

と で ある 。 緑 痢 陶 器 は 一 般 の 集落 で 出土 

する こと は 珍し く 、 官 衛 や 有力 者 の 邸宅 か ら 出土 する 高級 品 単 弁 十 五 弁 蓮華 文 軒 丸 瓦 

で ある こと か ら 、 こ の 地域 に これ ら の 建物 が 存在 し た と 推測 

され る 。 中 世に 入る 

の と 思わ れる 。 

と 遺跡 の 南 半 部 全域 に 鎌倉 へ 室町 時 代 の 遺構 ・ 遺 物 が 見 られ 、 養 宜 館 に 関連 する も 

(HH) 養 宜 上 長手 遺跡 

今回 の 調査 で 新た に 発見 され た 鎌倉 へ 室町 時 代 の 遣 跡 で ある 。 事業 範囲 の ほぼ 全域 が 遺跡 範囲 と な 

り 、 お そら さく 広 範囲 

拓 か れ た 地域 と 考え 

期 後 葉 に な る と 、 荒 

に 広がっ て いる と 考え られ る 。 古 代 以 前 の 遺物 は 見 られ な いこ と か ら 、 中 世 以 降 に 

られ る 。 

以上 の こと か ら 、 今 回 の 事業 範囲 全体 を まとめ る と 、 ま ず 費 文 時 代 前 期 に 南畑 遺跡 と 入 田 艇 荷 前 遺跡 

の 南端 部 で 活動 の 痕跡 が 確認 で きる 。 そ し て 縄文 時 代 中 期 へ 後期 に か け て は か な り 断 続 的 で は ある が 、 

入 田 稲 荷 前 遺跡 で わずか に 見 つか っ て いる 。 費 文 時 代 晩 期 弥 生 時 代 前 期 の 遺構 と 遺物 は 、 現 段階 で は 

未確認 で ある 。 弥生 時 代 中 期 前 葉 に 入 田 稲荷 前 遺跡 の 極 一 部 で 確認 され る が 中 期中 工 に は 続か な い 。 中 

目 遺 跡 を 中 心 と し て 入 田 稲荷 前 遺跡 や 森 ノ 腰 で も 展開 し は じ め る 。 後期 に は 尋 畑 遺 

跡 ・ 喜 平 前 遺跡 ・ 南 畑 遣 跡 ・ 戒 壇 寺 跡 へ と 拡大 し 、 終 未 期 ま で 継続 する 。 古 墳 時 代 初 頭 ま で 遺物 を 確認 

で きた の は 、 尋 畑 遺 

じ め る の が 養 バ 家 川 右 

跡 と 戒壇 寺跡 の 極 狭 い 範囲 で 、 そ の 他 は 一 度 和 完全 に 断絶 する 。 再 び 人 々 が 活動 し は 

岸 の 河岸 段丘 上 に 群集 墳 が 築 か れ 出す 7 世紀 の 飛鳥 時 代 で あり 、 そ の 間 約 350 年 ほ 

ど 生 活 の 痕跡 は 確認 で き な い 。 飛鳥 時 代 は 入 田 稲荷 前 遺跡 ・ 尋 畑 遣 跡 ・ 喜 平 前 遺跡 ・ 戒 壇 寺 跡 で 確認 さ 

れる が 、 あ まり 広範 囲 で は な い 。 奈良 時 代 に 入る と 南畑 遺跡 ・ 森 ノ 腰 遺跡 ・ 養 宜 上 長手 遺跡 以外 の 遺跡 

で 広範 囲 に 展開 する 。 養 宜 地 区 全体 で 考え る と 、 こ の 時 期 が 一 番 栄 えて いた も の と 思わ れる 。 平安 時 代 

も 後半 に な る と 全体 

る と 森 ノ 腰 遺跡 以外 

事業 範囲 は 市 内 で 

出土 遺物 か ら 考 えて 

史 が 紐 解 か れる で あ 

的 に 衰退 傾向 に あり 、 入 田 稲 荷 前 遣 跡 ・ 尋 畑 遺跡 で は 一 旦 断 絶する 。 鎌 倉 時 代 に な 

、 主 に 其 宜 館 周 辺 で 再び 展開 し 始め 、 室 町 時 代 ま で 継続 し て いた よう で ある 。 

も 多く の 遺跡 が 密集 する 地域 で ある こと が わか っ た 。 どの 遺跡 も 遺構 密度 が 高く 、 

も 歴史 的 に 重要 な 地域 で あっ た と 思わ れ 、 詳 細 な 調査 が 行わ れる こと で 、 新 た な 歴 

ろう 。 (的 内) 
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(A) 入 田 稲荷 前 遺跡 
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. 暗 灰 間 色 2.5Y5/2 粘 砂 綿 土 填 黄 褐 色 2.5Y5/3 結 質 土 (遺物 含む ) 

. 畑 褐色 2.5Y5/3 灯 砂 質 土 十 鞭 褐 色 2.5Y5/5 玉 質 土 (遺物 含む ) 
・ 黄 褐色 2.5Y5/6 粘 賀 土 (Wn・ 遺 物 含む ) 
. オ リー ブ 褐 色 2.5Y4/4 久 粗 砂 質 土 WMn・ 遺 物 含む ) 
. 黄 色 2.5Y5/2 一 覧 褐色 2.5Y5/6 粘 質 粗 砂 in まばら ・ 遺 物 含 む ) 
・ 灰 紅 色 2.5Y4.5/2 粘 質 表 砂 褐色 10YR4/4 粘 砂 質 土 (遺物 含む ) 
、 畑 褐色 2.5Y5/3… 上 犬 英 色 2.5Y6/2 粘 質 粗 砂 (遺物 含む ) 
、 灰 黄 褐 色 10YR6/2.5 棚 砂 ( 遺 物 含む ) 
. に ぶ い 医 枯 色 10YR6/4 組 砂 (遺物 含む ) 
. 編 色 10YR4/4 細 砂 (遺物 含む ) 
. に ぶ い 黄 頂 色 10YR6/3 粗 砂 (遺物 含む ) 
. 回 掲 色 10YR2/3 粘 質 粗 砂 (Wn 多 く ・ 遺 物 含 む ) 
.、 に ぶ い 黄 欄 色 10YR6/3 粗 砂 十 黒褐色 10YR3/2 粗 砂 (MWn・ 遺 物 含む ) 
っ 海 内 い oo ぐ マテ 
、 暗 灰 英 色 2.5Y5/2 粘 質 シ ルト (Wn・ 遺 物 含 む ) 

No. 157 No.163 

1 

ーー 33.60m 

1. に ぶ ぷ い 人 褐 色 10YR5/3 砂 質 土 (Fe 沈着 、 遣 物 ・ ゅ 3cm 以 下 礎 ・ 廣 り 礎 まばら に 含む ) 
2. ゝ 殴 褐 色 10YR4.5/3 砂 質 土 (Fe 沈 落 、Mn・ 人 遺物 含 む ) 
3. に ぶ ぷ ぶ い 萬 褐色 10YR4/3 粘 砂 質 圭 
4. 暗 規 色 IOYR3/3 粘 砂 質 土 寺 2 層 (Wn 多 く ・ 人 遺物 含む ) 
5. 虹 褐 色 TOYR2/3 粘 砂 質 土 (遺物 ・ ゅ 10cm 以 下 礎 ・ 腐 り 巡 まばら に 含む ) 
6、 量 褐色 1OYR3.5/3 粘 砂 質 土 (遺物 ・ ゅ 5cm 以 下 ・ 腐 り 礎 まばら に 含む ) 
7. 暑 褐色 10YR2.5/2.5 粘 質 土 (遺物 ・ ゅ 5cm 以 下 尋 ・ 腐 り 礎 まばら に 含む ) 
8. 混 明 褐 色 10YR2.5/3 結 質 土 (遺物 ・ の 10cm 以 下 ・ 腐 り 礎 含 む ) 
9. 暗 褐色 10OYR3/4 粘 砂 質 土 《 る 10cm 以 下 廣 り 礎 まばら に 含む ) 
10. 褐色 10YR4/4 糖 砂 質 土 ( る 10cm 以 下 腐 り 礎 まばら に 含む ) 
甘 . 礎 混 黒 坦 色 10YR2/3 粘 質 土 (る 20cm 以 下 礎 ・ 腐 り 礎 多く 含む ) 

No.178 

16. 楊 色 2.5Y4/4 粘 質 租 砂 (遺物 含 む ) 
17. に ぶ い 殴 褐 色 10YR5/3 尊 砂 
18. 黄 褐色 2.5Y5/3 シ ルト (Wh・ 遺 物 含 む ) 
19. 欄 灰色 10YR4.5/1.5 シ ルト (上 炭 ・ 遺 物 含む ) 
20. 量 褐色 10YR3/3 粘 粗 恥 質 土 fn 多 く ・ 遺 物 含 む ) 
21. 灰 黄 褐 色 10YR4.5/2 粘 質 細 砂 (遺物 含む ) 
22. 時 揚 色 10YR3.5/2 粘 尊 砂 質 土 (Wn 多 く ・ 遺 物 含む ) 
23. 灰 黄 褐 色 10YR4/2 粘 質 シ ルト ー 粘 質 細 砂 ( 炭 ・ 遺 物 含む ) 
24. に ぶ ぷ ぶ い 黄色 2.5Y6/3 粘 土 Wn 含 む ) 
25. 欄 灰色 10YR4.5/1 粘 土 ( 艇 含む ) 

第 2 遺構 商 

し
 

②③
 

|
 

32.00fm 

(B) 建 畑 遺跡 

No. 170 

調査 区 断面 図 ・ 平 面 図 1 
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1. 談 黄 褐 色 10YR5/2 砂 質 土 (遺物 含む ) 
2. 糞 場 色 10YR5/6 粘 砂 質 土 十 
括 黄 規 色 10YR5/2 砂 質 土 (遺物 含む ) 

3. 褐色 10YR4.5/6 粘 砂 質 土 填 
族 黄 褐色 10YR5/2 細 砂 質 土 (遺物 含む ) 

4. 褐色 10YR4/6 粘 質 土 (in・ 遺 物 含 む ) 
5 ち 5. に ぷ い 黄 褐色 10YR4/3 細 砂 質 土 (Wn・ 遺 物 含む ) 

ぶ い 細 褐 色 10YR6/3 細 砂 質 圭 
ぶ い 英 褐 色 10YR5/3 砂 質 土 (Mn・ 遺 物 含む ) 

8. に ぶ ぷ い 黄 褐色 10YR4.5/3 砂 質 土 
(Wn 多 く ・ 人 遺物 ・ ゅ 3om 以 下 礎 ・ 腐 り 嫌 わずか に 含む )》 

9. 灰 黄 鶴 色 10YR4/2 粘 砂 質 土 (Mn・ 遺 物 含む ) 
10. 暴 袖 色 10YR2/3 粘 質 土 Wn・ 族 ・ 遺 物 含 む ) 
1. 暴 摘 色 10YR2.5/3 粘 質 エ 

(店 ・ 上 炭 ・ 遺 物 ・ ゅ 5om 以 下 礎 ・ 腐 り 嫌 まばら に 含む ) 
12. 暗 褐色 10YR3/3 粘 質 土 
(遺物 ・ の 5cm 以 下 硬 ・ 腐 り 尋 わずか に 含む ) 

13. 暗 褐色 10YR3.5/3 粘 質 土 (遺物 含む ) 
4, 暗 褐色 10YR3/3 粘 質 土 
15. に ぶ い 貰 褐色 10YR4/3 粘 砂 質 土 

(の 5cm 以 下 硬 ・ 腐 り 礎 まばら に 含む ) 
16. 礎 混 遼 掲 色 10YR3/4 粘 質 土 

(の 10cm 以 下 礎 ・ 腐 り 礎 多く 含む ) 

間
 

00
 克
 

1. に ぶ い 黄 梅 色 10YR6/3 砂 質 土 ( 遺 物 含 む ) 
・ 葛 色 10YR5/6 粘 砂 質 土 † す に ぶ い 黄 欄 色 10YR7/3 砂 質 土 Fe 沈着 、 遺 物 含む ) 
. に ぶ い 貰 検 色 10YR6/3 細 紗 質 土 (Wm 多 く ・ 遺 物 含む ) 
. 族 黄 褐 色 10YR5/2 砂 質 土 Wn 多 く ・ 遺 物 含 む ) 
. 諸 黄 福 色 10YR4/2 細 砂 質 土 
・ に ぶ ぷ ぶ い 黄 褐 色 10YR4/3 粘 砂 賀 土 ( 過 ・ 遺 物 含む ) 
・ 黒褐色 IOYR2.5/2 粘 質 土 (遺物 含む ) 
・ 黒褐色 10YR2/2 結 賀 土 (遺物 含む ) 
. 暗 神 色 10YR3/3 細 砂 ( 遺 物 含む ) 

10. 褐色 10YR4/4 細 砂 (遺物 含む ) 
11. 褐 色 10YR5/6 細 砂 ( 遺 物 含む ) 
12. 礎 混 暗 福 色 10YR3/3 燥 砂 質 土 (遺物 ・ ゅ 10cm 以 下 嫌 ・ 膜 り 礎 多 く 含む ) 
13. 褐色 10YR4/4 細 砂 ( 遺 物 含む ) 
14. 礎 混 に ぶ い 黄 褐 色 10YR4/3 角 砂 ( の 20cm 以 下 礎 ・ 内 り 喋 多く 含む ) 
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・ 遺物 含 む ) 

・ 誠 ・ 遺 物 含む ) 

オリ ー ブ 掲 色 2.5Y4.5/3 粘 質 細 砂 Wn 多 く ・ 人 遺物 含 む ) 
吉 宰 色 10YR3/2 粘 質 エ キ エ 8 剛 (Mn 多く ・ 上 炭 ・ 遺 物 含 む ) 

8
 

・ 源 ・ 族 藻 早 ) 
吉 宰 色 10YR2/2 閣 質 土 十 黄 褐色 2.5Y3/3 細 砂 (Mn 

No. 221 

い 散 掲 色 10YR5/3.5 細 砂 灰 黄 褐 色 10YR4/2.5 粘 土 ( ラ ミナ 、 紀 ・ 遺 物 含む ) 
褐色 10YR4/2 粘 質 土 (Wn 

に ぷ い 費 補色 10YR5.5/3.5 粘 細 砂 質 王 (Mn 含む ) 

褐色 10YR4/2 敬 土 Wn・ 遺 物 含む ) 

に ぶ ぷ い 黄 褐色 10YR5/4 粘 質 細 砂 

褐 灰色 10YR4/1.5 粘 質 エ キー 灰 黄 掲 色 10YR4/2 細 砂 ( ラ ミナ 、 炭 ・ 遺 物 含 む ) 

ぷ い 黄 楊 色 10YR4.5/3 粘 細 砂 質 土 Mn・ 遺 物 含む ) 

黄 宰 色 10YR5/6 粘 質 寺 上 オリーブ 褐色 10YR4/4 結 砂 質 土 (遺物 含む ) 
オリ ー ブ 欄 色 2.5Y4/4 閣 砂 質 土 十 黄 褐色 10YR5/6 粘 質 土 (遺物 含む ) 
黄 宰 色 10YR5/6 粘 質 キ 上 に ぶ い 黄 褐 色 10YR5/3 結 細 砂 質 土 (遺物 含む ) 
に ぷ い 黄 褐色 10YR5/4 粘 質 細 砂 Win 
褐色 10YR4.5/6 結 質 土 十 灰 黄 褐 色 10YR5.5/2 細 砂 質 土 (Wn 

暗 褐色 10YR3/3 粘 質 キ エー オ リー ブ 掲 色 2.5Y4.5/4 細 砂 ( 
褐 灰色 10YR4/] 粘 質 キ ー に ぶ い 黄 掲 色 10YR5/3 細 砂 ( 

混 灰 黄 褐 色 10YR5/2 粗 砂 ( の 20cm 以 下 礎 ・ 腐 り 耕 多 く 含む ) 

黄 褐 色 2.5Y5/3 粘 質 細 砂 (Mn 

レデ ョ 

o 選 + 志 富 っ 

耕作 エ 

含む ) 

4 

・ 遺物 含む ) 

(Mn 多く ・ 遺 物 ・ ゅ 5cm 以 下 礎 ・ 論 り 礎 ま ば ら に 含む 》 
7. 暗 坊 色 10YR3/3 粘 砂 質 土 (遺物 ・ ゅ 10cm 以 下 礎 ・ 腐 り 礎 ま ば ら ! 

・ 遺 物 含 む ) 
5. に ぷ い 華 褐色 10YR5.5/3 細 砂 質 土 (Win 
6. に ぶ ぷ い 萬 福 色 10YR5/3 粘 砂 賃 土 

(遺物 ・ の 3cm 以 下 礎 ・ 誰 り 礎 まばら に 含む ) 
3. 黄 褐色 10YR5/6 燥 砂 質 土 (遺物 含む ) 

1. 灰 畑 視 色 10YR4/2 紗 質 土 (遺物 含む ) 
2, に ぷ い 黄 宰 色 10YR5/4 粘 砂 質 土 土 灰 黄 宰 色 10YR5/2 砂 質 土 

10. 礎 混 最 褐色 10YR2/3 粘 砂 質 土 ( 版 ・ 遺 物 ・ る 10cm 以 下 礎 ・ 腐 り 礎 含む ) 
11. に ぶ ぷ い 敬 褐色 10YR4.5/3 粘 砂 質 土 ( る 5cm 以 下 礎 ・ 腐 り 礎 まばら に 含む ) 
12. 尋 混 に ぶ い 黄 福 色 10YR4/3 粘 砂 質 土 (の 15cm 以 下 原 ・ 腐 り 礎 含 む ) 

8. 礁 混 黒 褐色 10YR2.5/2 粘 砂 質 土 (遺物 ・ る 10cm 以 下 礎 ・ 腐 り 原 含 む ) 
9. 礎 混 暗 褐色 10YR3/3 粘 砂 質 土 (遺物 ・ ゅ 5cm 以 下 春 ・ 腐 り 礎 含 む ) 

4. 灰 黄 楊 色 10YR5/2 細 砂 質 土 ( 由 

No. 241 

1/50}》 (の 
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(D) 南畑 遺跡 

No. 201 

No. 223 

No. 256 

. 大 畑 褐色 10YR4/2.5 砂 質 土 (遺物 含む ) 

. 1 雇 寺 層 ( 揚 乱 、 遣 物 含 む ) 
・ 尋 混 褐色 10YR4/4 土 ( 揚 乱 、 ゅ 20cm 以 下 多 く 含 む ) 
・† 剛 7 民 十 8 層 ( 揚 乱 、 遣 物 含む ) 
時 層 二 7 隊 二 8 層 ( 揚 乱 、 遺 物 含 む ) 
・ 注 謝 次 内 お寺 せい ぽ 海 填 
・ に ぶ ぷ い 草 色 10YR4/3 砂 質 土 9 層 ブ ロッ ク (遺物 含む ) 
. に ぶ い 黄 機 色 10YR6/4 粘 質 土 ブロ ッ ク 
. 圭 褐色 10YR2/3 粘 質 土 (遺物 ・ の 5cm 以 下 礎 ・ 誰 け 碑 わずか に 含む ) 

10. 遼 混 黒 褐色 10YR2.5/3 粘 砂 質 土 ( 遺 物 ・ の 10cm 以 下 礎 ・ 腐 り 礎 含む ) 
11. に ぶ い 黄 枯 色 10YR6/4 砂 質 土 填 に ぶ い 黄 褐 色 10YR4/3 砂 質 土 

の
 
o
o
 
の
 本
 
あ
 の
 
N
N
 

1. 灰 黄 鶴 色 10YR4/2 砂 質 土 (Fe 沈 着 ) 
2. 如 混 に ぶ い 資 宰 色 10YR4/3 土 

mo 

調査 区 断面 図 ・ 平 面 図 4 
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1. 黒色 10YR1.7/1 粘 質 土 (遺物 ・ ゅ 20cm 以 下 礎 ・ 腐 り 原 まばら に 含む ) 
2. 礎 混 黒 色 10YR2/1 粘 質 土 ( ゅ 30cm 以 下 礎 ・ 腐 り 礎 多 く 含む ) 

( 操 乱 、 ゅ 10cm 以 下 礎 ・ 腐 り 奏 含む 〉 
. 曲 褐色 10YR2.5/3 閣 砂 質 土 填 暗 褐色 10YR3.5/3 砂 質 圭 
(遺物 ・ の る 5cm 以 下 原 ・ 腐 り 尋 ま ば ら に 含む ) 

. 褐色 10YR4/4 粘 砂 質 土 ( 多 ・ 遺 物 含む ) 

. に ぶ い 英 拉 色 10YR4/3.5 砂 質 土 
( 炭 ・ 遺 物 ・ ゅ 5cm 以 下 礎 ・ 高 り 尋 ま ば ら に 含む ) 
. に ぶ い 黄 褐 色 10YR4/3.5 粘 砂 質 土 
(の 5cm 以 下 礎 ・ 腐 り 礎 まばら に 含む ) 

. 氏 混 掲 色 10YR4/4 粘 砂 質 土 ( の 10cm 以 下 礎 ・ 腐 り 礎 含む ) 

9 (S=1/50) 2m 



(E) 荒 目 遺 跡 

No.154 

No. 187 

N
 

. 堆 色 10YR4/6 燈 砂 質 土 填 に ぶ い 嗣 褐色 10YR4/3 砂 質 土 
(遺物 ・ み 3m 以 下 礎 ・ 腐 り 礎 まばら に 含む ) 

3. 灰 黄 褐 色 10YR4/2 粘 砂 質 土 Win・ 遺 物 ・ ゅ 3cm 以 下 嫌 ま ば ら に 含む ) 
4. 暑 褐 色 10YR3.5/2 粘 細 砂 質 土 (Mn・ 遣 物 ・ ゅ 5cm 以 下 礎 まばら に 含む ) 
5. 暑 褐色 10YR2/3 粘 砂 質 土 ( 炭 ・ 人 遺物 ・ ゅ 5cm 以 下 召 わずか に 含む ) 
5. 黒褐色 10YR2.5/2.5 粘 質 シ ルト (遺物 ・ の 5cm 以 下 礎 まばら に 含む ) 
7. 時 色 10YR1.7/1 粘 質 圭 
8. 暑 褐 色 10YR2/2 粘 質 土 
9. 虹 褐 色 10YR3/2 邦 質 シ ルト 
19. 礎 混 黒 色 10YR2/1 粘 質 シ ルト (の 15cm 以 下 春 ・ 腐 り 礎 多く 含む ) 

固
 
0
 に
 56

 

. 耕作 土 
・ 里 灰 黄 色 2.5Y4/2 砂 質 土 ( 客 土 、 近 代 ゴ ミ ・ 遺 物 含む ) 
. 灰 黄 褐色 10YR5/2 砂 質 土 ( 旧 罰 畔 、 の 30cm 以 下 礎 含 む ) 
. 黄 褐色 2.5Y5/3 粘 砂 質 圭 
. 接 色 10YR4/6 粘 砂 質 土 
. 黄 褐色 10YR5/6 粘 砂 質 土 十 に ぶ い 黄 褐 色 10YR5/4 砂 質 土 (人 遺物 含む ) 
. に ぶ い 褐 色 1OYR5/3 砂 質 土 (Mn・ 遣 物 含む ) 
に ぶ い 黄 欄 色 10YR6/3 秒 質 土 WWn・ 遺 物 含 む ) 
・ 贈 褐色 10YR3/3 粘 砂 質 土 (Wn・ 人 遺物 ・ ゅ 3cm 以 下 春 ・ 腐 り 礎 まばら に 含む ) 

10. 礎 混 灰 黄 褐色 10YR4/2 砂 質 土 Wn・ 違 物 ・ ゅ 10cm 以 下 ・ 腐 り 含 む ) 
ぶ い 黄 掲 色 10YR4/3 砂 質 土 (遺物 ・ ゅ 5cm 以 下 礎 ・ 腐 り 礎 まばら に 含む ) 

12. に ぶ ぷ い 黄 褐色 10YR5/3 秒 質 土 
13. 礎 混 灰 黄 褐 色 i0YR4/2 粘 砂 質 土 (る 15cm 以 下 尋 ・ 腐 り 礎 含 む ) 

の
 o
o
 
の
 
の
 
も
 
の
 
NN

 
ご
 

No. 186 

暗 褐 色 10YR3/3 砂 質 土 (Fe 沈着 、 遺 物 含む ) 
・ 暴 褐色 10YR3/2 凶 砂 質 土 (遺物 ・ み 3m 以 下 礎 ・ 腐 り 尋 ま ば ら に 含む ) 
・ 詩 褐色 10YR2/3 粘 砂 質 土 (遺物 ・ の 5cm 以 下 礎 ・ 廣 り 礎 まばら に 含む ) 
、 時 色 10YR2/1 結 砂 質 土 (遺物 ・ の ゐ 5cm 以 下 礎 ・ 座 り 礎 ま ば ら に 含む ) 
・ 里 色 10YR1.7/1 粘 砂 質 土 (遺物 ・ の 5cm 以 下 礎 ・ 論 り 礎 ま ば ら に 含む ) 
. 蝶 混 黒 色 10YRi.7/1 結 質 土 ( め 30cm 以 下 礎 ・ 腐 り 礎 多く 含む ) の

 の
 
お
 の
 

9
 
で
 

(G) 戒壇 寺跡 

No. 183 

・ 耕作 土 
. に ぶ い 黄 褐 色 10YR4/3 細 砂 (Fe 沈 着 、Mn・ 遺 物 ・ る 3cm 以 下 春 ・ 腐 り 硬 ま ば ら に 含む ) 
・ 礎 混 褐 色 10YR4/4 細 砂 (遺物 ・ の 3cm 以 下 礎 ・ 腐 り 原 含む ) 
・3 層 十 暗 褐色 10YR3/3 癌 砂 質 土 (遺物 含む ) 
・ 黄 褐色 TOYR5/6 細 砂 填 3 層 (遺物 含む ) 
・ に ぶ い 黄 褐 色 10YR4/3.5 粘 細 砂 質 土 ( 瓦 多 く ・ の 10cm 以 下 礎 ・ 腐 り 尋 ま ば ら に 含む ) 
褐色 10YR4/4 細 砂 (遺物 含む ) 
. に ぶ い 黄 褐 色 10YR4/3.5 閣 砂 質 土 (遺物 含む ) 

9. に ぶ い 黄 褐 色 10YR4/3 細 砂 質 土 (遺物 ・ の 5cm 以 下 礎 ・ 腐 り 尋 ま ば ら に 含む ) 
10. 暗 褐 色 10YR3.5/3 粘 砂 質 土 (遺物 ・ ゅ 5cm 以 下 礎 ・ 腐 り 嫌 まばら に 含む ) 
1. 黒色 10YR2/2 粘 質 土 に 3 層 わ ず か に 混じる (遺物 含む ) 
12. 較 宰 色 10YR3/3 粘 砂 質 土 (遺物 含む ) 
13. 早 掲 色 10YR2/2 粘 質 寺 (遺物 含む ) 
14. 剛 宰 色 10YR3/3 粘 質 土 (遺物 含む ) 
15. に ぶ ぷ い 黄 褐色 10YR5/4 細 砂 質 土 
18. 礎 混 欄 色 10YR4.5/4 細 砂 質 土 ( あ る 3cm 以 下 礎 ・ 腐 り 礎 含む ) 
17. に ぶ い 黄 褐 色 10YR4.5/3.5 砂 質 土 < ゅ 3cm 以 下 春 ・ 腐 け 嫌 わずか に 含む ) 
18. 福 色 10YR4/4 細 砂 質 土 
19. 褐色 10YR4.5/4 聞 細 砂 質 土 

8
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No. 225 

No. 250 

9S
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か
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も
 
の
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一
 

ペー 1 

・ 耕作 土 

、 暗 福 色 10YR3.5/3 粘 砂 質 土 ( 炭 ・ 遺 物 含む ) 
に 

・ 暗 褐色 10YR3.5/3 粘 砂 質 土 (Fe 沈着 、 炭 ・ 遺 物 ・ ゅ 5cm 以 下 礎 ・ 腐 り 尋 まばら に 含む ) 
・ に ぶ い 黄 掲 色 10YR4/3 粘 砂 質 土 ( 成 ・ 遺 物 ・ の 5cm 以 下 婦 ・ 腐 り 嫌 まばら に 含む ) 

い ヽ 黄 褐色 10YR4/3 粘 砂 質 土 ( 炭 ・ 遺 物 ・ る 10cm 以 下 尋 ・ 廣 り 礎 ま ば ら に 含む ) 
涯 に ぶ い 黄 褐 色 10YR4/3 粘 砂 質 土 ( 炭 ・ 遺 物 ・ ゅ 10cm 以 下 礎 ・ 腐 り 礎 含 む ) 
三 混 暗 褐 色 10YR3/3 粘 細 砂 質 土 (る 20cm 以 下 礎 ・ 腐 り 礎 多く 含む ) 

第 3 遺構 面 ( り 

・ 耕 作 土 
. 灰 苗 褐 色 10YR5/2 細 砂 質 土 (Wn・ 遺 物 含む ) 
. に ぶ い 黄 褐 色 10YR4/3 砂 質 土 (遺物 含む ) 
. 暗 褐色 10YR3.5/3 砂 質 土 (遺物 含む ) 
吉 褐 色 10YR3/2 粘 砂 質 土 ( 炭 ・ 遺 物 ・ の 5cm 以 下 春 ・ 腐 り 硬 まばら に 含む ) 

. 礎 混 黒 褐色 10YR2/2 粘 質 土 寺 暗 掲 色 10YR3/3 粘 細 砂 質 土 
( 誤 ・ 遺 物 ・ ゅ 10cm 以 下 春 ・ 腐 り 礎 含 む ) 

. 礎 混 里 褐色 10YR2/3 粘 賀 土 十 暗 褐色 fOYR3/3 粘 細 砂 質 土 
( 炭 ・ 遺 物 ・ ゆ 5cm 以 下 礎 ・ 腐 り 礎 多く 含む ) 

. 礎 混 黒 褐色 10YR2.5/2 粘 砂 質 土 ( 炭 ・ 遺 物 ・ る 5cm 以 下 春 ・ 腐 り 礎 含 む ) 
の 礎 混 黒 褐色 10YR2/2 粘 質 土 ( 炭 ・ 遺 物 ・ の 5cm 以 下 礎 ・ 腐 り 礎 含む ) 
10. 人 混 黒褐色 10YR2.5/2 粘 質 土 ( 炭 ・ 遺 物 ・ ゅ 3cm 以 下 礎 ・ 腐 り 礎 含む ) 
1. 礎 混 暗 褐色 10YR3.5/3 粘 砂 質 土 (遺物 ・ ゆ 5cm 以 下 硬 ・ 腐 り 礎 含む ) 

調査 区 断面 図 
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No.249 

奈 黄 褐色 10YR4.5/2 粘 質 土 (遺物 含む ) 
・ に ぶ い 貰 褐色 10YR4/3 粘 砂 質 土 (遺物 含む ) 
5 層 二 7 層 
、 控 黄 褐 色 10YR4/2 砂 質 土 填 5 層 (Mn・ 遺 物 含む ) 
・ 瞳 楊 色 10YR3/3 粘 砂 質 土 ( 遺 物 含む ) 
. 暗 福 色 10YR3.5/3 砂 質 土 (遺物 含む ) 
.、 に ぶ い 黄 褐 色 10YR4/3 粘 砂 質 土 ( あ 5cm 以 下 礎 ・ り 礎 ま ば ら に 含む ) の

 
の
 
ち
の
 
ON

 
で
 

(H) 養 宜 上 長手 遺跡 

No229 

. 講 褐色 10YR3/3 閣 細 砂 質 土 (遺物 ・ ゅ 3cm 以 下 礎 ・ 腐 り 嫌 まばら に 含む ) 

. 礎 混 黒褐色 10YR3/2 粘 質 土 (遺物 ・ の 10cm 以 下 礎 ・ 腐 り 礎 含む ) 

. 奈苗 褐色 10YR4/2 粘 砂 質 土 填 4 層 (遺物 含む ) 
・ 黒 褐色 10YR3/2 粘 質 土 (遺物 多く ・ ゅ の 3cm 以 下 氏 ・ 腐 り 礎 まばら に 含む ) 
. 礎 混 黒 楊 色 10YR3.5/2 粘 質 土 (遺物 ・ ゆ 5cm 以 下 碑 ・ 腐 り 礎 含む ) 
. 時 褐 色 10YR2/2 閣 質 土 (遺物 ・ ゅ 3cm 以 下 ・ 廣 り 礎 まばら に 含む ) 
. 三 混 黒 編 色 10YR2/2 粘 質 土 (の 20cm 以 下 春 ・ 腐 り 礎 多く 含む ) L
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4. 中 筋 古 城跡 - 2 次 調査 - 

所 在 地 広田 中 筋 字 杭 田 824-1 

事業 名 民間 宅地 造成 事業 

担当 者 山崎 裕司 

種別 立会 調査 

調査 期間 平成 29 年 6 月 5 日 

調査 面積 15 世 (1X15 m) 。 

調査 の 位置 

1. 調査 内 容 

調査 地 は 初 尾 有川 に よっ て 形成 され た 段丘 の 下 に 位置 し 、 標 高 35 m を 測る 。 

中 筋 古 城跡 は 江戸 時 代 末 期 の 地誌 『 味 地 草 』 に 中 筋 古城 跡 と し て 記載 され 、 調 査 対 象 地 東側 の 段丘 上 

に 鎮座 する 愛 窒 神社 に 該当 する と 考え られ て いる 。 

愛 岩 神社 北西 の 耕地 に 宅地 造成 事業 が 計画 され た こと を 受け 、 平成 29 年 1 月 17 日 に 確認 調査 を 行い 、 

弥生 時 代 後期 鎌倉 時 代 の 遺物 が 出土 し た 。 そ の 結果 を 受け 、 下 水道 配管 の 部 分 に つい て 立会 調査 を 行 

うこ と に な っ た 。 

その 結果 、 地 表 か ら 0.6 1.2 m 下 で 弥生 時 代 後期 の 遺物 を 含む 遺物 包含 層 を 確認 し た 。 粘 質 あ る い 

は シル ト 質 の 厚い 堆積 土 が 確認 され 、 流 水 の 影 響 を 受け た と 思わ れる 。 

2. まとめ 

! 筋 古城 跡 に 関す る 遺構 や 遺物 は 確認 で き な か っ た が 、 弥生 時 代 後期 の 遺物 包含 層 を 確認 し た 。 調 査 

地 は 流水 の 影響 を 受け て お り 、 東 南側 の 段丘 上 に 集落 が 展開 し 、 そ こ か ら の 流れ 込み と 推定 され る 。 

(山崎 ) 
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海況 遇 oー 捧 澤 寺 oo も て で 噴 人 
灰色 2.5Y6/1 粘 砂 質 土 (Fe 少し 含む ) 
黄 褐 色 10YR5/2 細 砂 質 土 (Fe 少し 含む ) 
色 10YR4/1 粘 細 砂 質 土 (Fe 少し 含む ) 
談 色 2.5Y6/1 粗 砂 質 土 キ 7 層 混 じ る (Fe・Mn 少 し ・ 遣 物 含む ) 

色 2.5Y7/1 シ ルト 質 土 (Mn 少し 含む ) 
白色 10YR7/1 粘 砂 質 土 (Fe・Mn 少 し ・ 遺 物 含む ) 
英 掲 色 10YR5/2 粘 砂 質 土 10 層 混じる (Fe・Mn 少 し ・ 遺 物 含む ) 4we 5es 
黄 褐色 10YR4/2 粘 砂 質 土 (Fe・Mn・ 遺 物 多 く 含 む ) 
白色 2.5Y8/2 シ ルト 質 土 (Fe・Mn 含 む ) 0 
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.・ 明 黄 福 色 2.5Y7/6 粘 砂 質 土 填 2 層 揚 乱 状 に 混じる ( 床 土 ) いっ っ 
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層 序 図 ・ 出 土 遺物 (6 10 層 ) 
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・ ハ バ 古 墳 - 2 次 調査 - 5. 門 の 上 遺跡 ・ 南 平 ・ 海 田 遺 跡 - 1 次 調査 - 

|
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事
 

担当 者 山崎 裕司 

種 _ 別 確認 調査 

12 月 18 日 調査 期間 平成 29 年 8 月 21 日 へ 

調査 面積 

で 
1
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5
 

X
 
2
 日 (いい Xs ぃ コロ os 

調査 の 位置 1X 13m1 ヶ ) 1 XX 14 ml1 ヶ 、 

調査 内 容 
調査 地 は 

1. 

大 日 川 支流 新川 周 原平 野 の 北西 部 に 位置 し 、 南 辺 寺 山系 山裾 の 高低 差 の 大 き な 丘 陵 部 と 、 

辺 の 低 平 な 平野 部 か o られ る E の 条 里 型 地 割 が 見 平野 部 に は N 30" ら な る 。 
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須恵 器 語 が 出土 し た 。 ロ ら 土 師 器 時 代 は 不明 で ある が 、 埋 士 か No.13 東西 方 向 の 直線 的 な 溝 を 検出 し た 。 

へ ーー 片山 遺跡 (古墳 平安 時 代 ) 
2 西 路 良 申 遺跡 (縄文 平安 時 代 ) 
3 誠 申 塚 古墳 (古墳 時 代 ) 
4 門 の 上 遺跡 (平安 時 代 ・ 中 世 ) 
5 志 知 北 遺 跡 (平安 時 代 ・ 中 世 ) 
6 南平 遺跡 (中世) 

9 押 田 遺跡 (弥生 鎌倉 時 代 ) 

7 海田 遺跡 (平安 時 代 ) 

10 高 所 遺跡 (弥生 時 代 ) 
飯山 寺 遺 跡 (弥生 時 代 ) 

12 城 の 元 遺 跡 (弥生 時 代 ) 
二 

13 谷町 筋 遺跡 (縄文 時 代 中 世 ) 

如 8 ハバ 古墳 (古墳 時 代 ) 泡 

ググ 

(の 1725000} 

ON
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旧 範 囲 (遺物 散布 地 ) 
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No.15 2ー4 層 か ら 平 安 時 代 未 へ 鎌倉 時 代 頃 と 思わ れる 底部 糸 切 の 土師 器 皿 1・ 小 皿 2・ 瓦 器 塊 3 が 

出土 し た 。 

No.52 地 山 と な る 5 層 上 面 で 中 世 と 思わ れる 柱 穴 を 検出 し た 。 柱 穴 2 か ら は 室町 時 代 頃 と 思わ れる 土 

師 器 皿 4・ 小 皿 5 が 出土 し た 。 

No 96 4 層 か ら 室 町 時 代 頃 の 土師 器 皿 6・7・8 が 出土 し た 。 

N.120_ 3 へ ご 5 層 か ら 室 町 時 代 頃 の 須恵 器 雪 9 が 出土 し た 。 

No.145 3 層 か ら 律 令 期 と 思わ れる 須恵 器 坪 10・ 皿 11・ 土 製 煮 炊 具 12 が 出土 し た 。 

No.156 4 層 か ら 平 安 時 代 末 鎌倉 時 代 頃 と 思わ れる 底部 糸 切 の 土師 器 皿 13・ 小 皿 14・ 白 磁 碗 15 が 出 

土 し た 。 

No.157 地 山 と な る 5 層 上 面 で 柱 穴 ・ 小 穴 ・ 落 ち 状 の 遺構 を 検出 し た 。 3 層 か ら 須 恵 器 皿 16・17・ 白 磁 

碗 21・ 瓦 23、 遺 構 1 か ら 須 恵 器 皿 19、 遺構 2 か ら 土 師 器 四 20、 遺 構 4 か ら 土 師 器 皿 18・ 須 恵 器 皿 22 

が 出土 し 、 全 て 室町 時 代 と 思わ れる 。 

No.158 4 層 か ら 室 町 時 代 頃 を 中 心 と し た 備前 焼 搬 鉢 25・ 須 恵 器 塊 ・ 土 師 器 皿 庁 等 が 出土 し た 。 

No.159_ 5 層 か ら ご く 少 量 で ある が 、 土 師 器 皿 ・ 白 磁 碗 片 等 が 出土 し た 。 

No.163 5・6 層 上 面 で 土 撤 状 の 遺構 を 検出 し た 。 埋 士 か ら 中 世 と 思わ れる 上 瓦 24・ 土 師 器 皿 が 出土 し た 。 

No.165 地 山 と な る 4 層 上 面 で 柱 穴 や 土 所 を 検出 し た 。 時 代 は 不明 で ある が 、 遺 構 1 ・3 埋 士 か ら 土 師 

器 片 が 出土 し た 。 

No.131・155・167 先述 の よう に ハバ 古墳 は 現存 し な い が 、 古 墳 の 周辺 に 付随 する 遺構 の 有無 お よび 墳 

丘 の 状態 を 調べ る た め に トレ ンチ 調査 を 行っ た 。 玄 室 周辺 の No. 131・167 は 農地 改良 工事 の 影響 を 大 き 

く 受 け て お り 、 工 事 に よる 整地 層 の 直下 が 地 山 で ある 。 No 155 は 約 2m 程 度 の 段差 で 低く な っ て お り 、 

古墳 の 周辺 の 遺構 や 包含 層 の 検出 が 期待 され た が 、 皆 無 で あっ た 。 旧 耕 土 層 の 堆積 か ら 上 述 の 工事 以前 

か ら 耕 地 化 に よる 削 平 が すす ん で いた と 推定 され る 。 

2. まとめ 

門 の 上 遺跡 に つい て は 、 従来 の 遺物 散布 地 よ りや や 東 に 位置 する No. 13・15・145・156・157・158・159 で 、 

平安 時 代 一 中世 の 遺構 ・ 遺 物 を 確認 する こと が で きた 。 条 里 型 地 割 の 平野 部 縁辺 部 に 位置 し 、 条 里 型 地 

割 の 再開 発 に 伴い 集落 が 成立 し た と 推定 され る 。 

南平 遺跡 に つい て は 、 従 来 の 遺物 散布 地 よ りや や 南 に 位置 する No. 52・96・120・163・165 で 、 室 町 時 

代 頃 の 遺構 ・ 遺 物 を 確認 する こと が で きた 。 南 辺 寺山 系 東側 の 緩和 斜面 の 開発 に 伴い 集落 が 成立 し た と 推 

定 さ れる 。 

海田 遺跡 も 散布 地 と し て 登録 さき され て いる が 、 周 辺 で 埋蔵 文化 財 の 包 蔵 は 確認 で き な か っ た 。 混 潤 地 で 

集落 が 立地 する よう な 場所 で は な か っ た と 推定 され る 。 

ハバ 古墳 周 辺 に お いて 、 ト レン チ 調 査 を 行っ た が 、 古 墳 に 付随 する 遺構 は 発見 で き な か っ た 。 ま た 墳 

丘 を 示す よう な 土 層 堆 積 も 見 られ ず 、 開 発 に より 大 規模 な 削 平 が 行わ れ た と 推定 され る 。 (山崎 ) 
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. 陸 黄 補色 10YR6/2 砂 質 土 (耕作 土 ) 
・ 灰白色 2.5Y7/1 砂 質 土 (Fe 少し 沈着 ) 
.・ 黄色 2.5Y7/8 砂 質 土 (Fe 沈着 ) 
. 諸 和 白色 10YR7/! 砂 質 土 (Wn 少し ・ 遺物 少し 含む ) 

1., 灰 黄 宰 色 10YR6/2 砂 質 土 (耕作 土 ) 
2. に ぶ い 黄 椿 色 10YR7/3 砂 質 土 (Fe 沈 落 、 少し 含む )》 
3. 褐 灰色 10YR5/] 粘 砂 質 土 (Mn・ 遺 物 含 む ) 

4. 宰 灰 色 10YR6/1 粘 砂 質 土 (Mn・ 遺 物 含む ) 
o に ぶ い 費 欄 色 10YR6/4 粘 砂 質 土 (Fe 沈着 ・ 弧 含む ) 

| 

No. 96 
ギー N 

ーー 

11.50m - ! 
? 2 

ーー ビー | ii ィ ーー て ーー 
w 『 5 

1. 陸 黄 褐色 10YR6/2 土 (耕作 土 ) 4. 灰 黄 褐色 TOYR5/2 粘 砂 質 土 (Win・ 遺 物 含む ) 
2. 明 黄 褐色 10YR7/6 砂 質 土 (Fe 洗 着 ) 5. に ぶ い 黄 欄 色 10YR6/4 導 細 砂 質 土 (Mn 含む ) 
3. 明 黄 褐色 10YR7/6 砂 質 土 と 灰 黄 褐色 10YR5/2 
粘 砂 質 土 混じる (Fe 沈着 、Mn 少し 含む ) 

No. 120 

. 宰 灰 色 10YR6/1 砂 質 土 (Wn 少し ・ 遺 物 含 む 、 遺 構 理 土 ) 

. 螺 福 色 10YR3/! 粘 質 土 (Mn 少し ・ 上 飛 に 遺物 少し 含む ) 

. オリ ー ブ 褐 色 2.5Y4/3 細 砂 質 土 (Fe 沈着 、 過 少し 含む ) 

S
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 ゥ
 S
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 4
 

・ 涼 海 苑 店 お 秀 き いま 海 H( 誉 席 ) | 
. 浅 黄 色 2.5Y7/4 砂 質 土 (Fe 沈着 、Mn 少し 含む ) 
族 黄 色 2.5Y7/2 砂 質 土 

・ 補 灰 色 10YR5/1 細 砂 質 土 ( 峰 ・ 炭 少し 含む ) 
・ 黄色 2.5Y8/6 細 砂 質 土 (Fe 沈着 、Mm 少し 含む ) 

(S=1/50) 

の 

1. 灰 畑 褐色 10YR6/2 土 (耕作 土 ) 
2. 黄 棒 色 10YR7/8 粘 砂 質 土 (Fe 沈着 、 床 土 ) に 1 
3. 宰 灰 色 1OYR6/1 粘 砂 質 土 (Mn 少し ・ 遺 物 少 し 含む ) の 

No. 145 

4. 掲 峰 色 10YR6/1 粘 砂 質 土 (Wn 多く ・ 遺 物 少 し 含む ) 
. 宰 灰 色 10YR5/1 粘 砂 質 土 (Mn 多く ・ 遺 物 少 し 含む ) 
. に ぶ ぷ い 黄 欄 色 10YR7/3 粗 砂 質 土 
(Fe 洗 着 、 外 ・ ゅ 2 ご 5 6m 大 の 腐り 礎 含む ) 
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な
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1. 褐 灰色 10YR6/1 土 (耕作 土 ) 
2. 海区 か デミ 砂 質 土 (Fe 沈着 、MWn 少し 含む )》 

ーー 

3. 宰 灰色 7.5YR6/1 粘 砂 質 土 (Wn・ 遺 物 多 く 含 む } 
生 . 宰 灰 色 7.5YR4/1 粘 質 土 ( 導 含む ) 

No. 156 、 - 

420m  [ ーー - | ーー - ーー ルル ーー グー 
ーー ゴロ ーー 一 
ーー 一 ーー リセ デー ニー 

4. 混 黒神 色 2.5Y3/1 粘 砂 賀 土 
(遺物 ・ ゅ 2 へ 5 cm 大 の 腐り 人 含 む ) 

o 灰 黄 色 2.5Y7/2 砂 質 土 

/ ms 
N ー7 

9 

1. 灰 黄 褐色 10YR6/2 土 (耕作 土 ) 
2. 明 賞 褐色 10YR7/6 砂 質 土 (Fe 少し 沈着 ) 
3. 燥 混 宰 灰色 10YR5/1 砂 質 土 ( ゅ 2 ご 5 cm 大 の 礎 含 む ) 

ーー 
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1. 褐 灰色 10YR6/1 土 (耕作 土 ) 
2. 明 黄 褐色 10YR7/6 粘 砂 質 土 (Fe 沈着 ) 
3. に ぶ い 黄 柏 色 10YR7/4 ご 明 黄 宰 色 10YR7/6 粘 砂 質 土 (Fe 少し 沈 着 、 の 2 5cem 大 の 放り 礎 含 む ) 
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1. 灰白色 10YR7/1 粘 細 砂 質 土 と に ぶ い 黄 橋 色 10YR7/4 ご 明 黄 褐色 10YR7/6 粘 砂 質 土 混じる 
2、 に ぷ い 黄 橋 色 10YR7/4 明 黄 褐色 10YR7/6 粘 砂 質 土 (Fe 少し 沈着 、 め 2 へ 5cm 大 の 記 り 礎 含む ) 
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2. 灰白色 2.5Y7/|! 細 砂 質 土 
3. 褐 灰 色 7.5YR5/1 細 砂 質 土 
4. 灰色 5Y6/1 細 砂 質 土 (の 2 へ 5cm 大 の 腐り 礁 含む ) 9 50) 2m 
5. 礎 混 に ぷ ぶ い 黄色 2.5Y6/4 粗 砂 質 土 (る 5 へ 10com 大 の 礎 含 む ) ーーー] 
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